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Ｖ桑原西稲葉遺跡３～５次(北吉井団地)調査

ｌ調査の経過と方法

(1)調査の経緯

愛媛大学宿舎が存在する北吉井団地（図２）は、周

知の「桑原遺物包含地（松山市埋蔵文化財包蔵地地図

157)｣に隣接するものの、包蔵地外にあたる。しかし、

周辺での松山市による調査から、遺跡存在の可能性が

予想されていたため、1994年度に東長戸他環境整備

（駐車場整備・配管設置）工事に際して、埋蔵文化財

調査室では立会調査を実施することとした（調査番

号：99401)。その結果、包含層は既に削平されていた

ものの、遺構の残存が認められ、周辺が古墳時代後期

から古代の集落遺跡の一端であることが明らかとなっ

た。また、1995年度にも１件の立会調査（調査番号：

99508）を実施している。

続いて1997年度には、北吉井宿舎屋外排水管改修工

事に伴い、掘削工事が行われることとなった。先の調

査成果を承けて、埋蔵文化財に対する影響が及ぶと判

断され､しかも100㎡を越える範囲が対象となるため、

文化財保護法第57条第１項に基づく発掘届を提出し

て、事前に全面調査を実施した（調査番号：99710)。

細い管路とは言え、北吉井団地のほぼ全域に調査が及

ぶため、３次調査で確認していた遺跡について、その

広がりを確認することを目的として調査に臨んだ。

４次調査の際に、調査区に隣接した埋設管からガス

漏れがあり、詳細を検査したところ、老朽化したガス

管の早急なる交換が促されることとなった。団地内各

家庭にガス供給が行われている現状があり、既設管を

そのままに新たなガス管埋設に伴う掘削が行われるこ

ととなり、埋蔵文化財への対応も必要となった。本来

なら、先の排水管改修工事同様の手続きと調査精度が

求められるところながら、ガス遺漏の修繕という緊急

性と、調査・工事中の安全確保といった点から、埋蔵

文化財調査室・施設部・施工業者で協議の上、また松

山市教育委員会からの指導も受けながら、今回に限り

緊急避難的に立会形式で調査を行うこととした（調査

番号：99711)。

なお、報告書刊行に際して松山市教育委員会との協

議により、北吉井団地北西約100ｍの地点の遺跡名｢桑

原西稲葉遺跡」を、愛媛大学北吉井団地にも適用する

こととし、99508調査を除いて、調査順に３次・４次．

５次調査と呼称することとした。

(2)調査区割の設定と呼称（図121）

北吉井団地については、樽味団地のような平面直角

座標系Ⅳ系に基づく基準点は設置しておらず、いずれ

も既存建物の外壁や地境を基準とした平板測量によっ

て、トレンチの位置を特定している｡そのため方位は、

図121の真北を除いて、すべて磁北を表している。ま

た標高についても、松山市作成都市計画図（縮尺１／

500）に示された南側道路面標高を基準としている。

なお、トレンチが長距離に及んだ４次調査について

は、トレンチ配置に関する仮座標こそ設定している

が、既存建物の外壁や地境との関係は平板測量に基づ

いている。

３次調査では、宿舎１号棟と２号棟の間の東西に長

い調査区をＩ区、２号棟南をⅡ区とした。

４次調査では、まず団地北西隅に基準点０を仮に設

置し、これを基準に各地区の位置関係を把握した。先

の年報では、管路の枝毎に記述を進めたが、改めて以

下のような区割呼称に変更する。Ｉ区は２号棟南管路

部分とした箇所で、主管の南端より東側すべてを指

す。Ⅱ区は主管路南（２号棟西）部分にあたり、Ⅲ区

は主管路中央（駐車場西）部分である。Ⅳ区は２号棟

北管路部分、ｖ区は１号棟南管路部分、そしてⅥ区が

主管路北（１号棟西）部分、Ⅶ区が１号棟北主管路部

分である。

５次調査では、ガス管遺漏の改修という緊急性も

あって、４次調査Ⅱ．Ⅲ区の西側に調査区は隣接し、

平板測量により４次調査の基準点を特定している。

(3)調査の経過

桑原西稲葉遺跡３次調査は、1994年５月10日から１３

日、さらに'６．１８日に、立会形式で行った。
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桑原西稲葉遺跡４次調査は、1997年10月８日から３１

日に及ぶ｡団地内では､一般家庭生活が行われており、

その障害とならないよう、南側から順次調査を行い、

調査終了部分毎に管路埋設工事が行われた。なお、調

査終了後も、屋外排水管改修工事に伴う予測していな

かった箇所での包含層検出等から、１１月６．１２．１３．

１８日、さらには12月１日に追加調査を行った。

桑原西稲葉遺跡５次調査は、ガス漏れという緊急性

から、1997年１１月１２～１４日の短期間で、かつ立会形式

で調査を行った。なお、１８日にも追加補足調査を行っ

ている。

(4)遺構。遺物の登録番号と種別の表示

遺構はいずれも、Ⅳ層上面での検出である。遺構番

号は、各調査次毎にｌから付している。３次調査では

Ｉ区でｌ～11,Ⅱ区で21～２８，４次調査では欠番を挟

みながらｌ～368,5次調査でｌ～31に及ぶ。遺構の

種別は、ＳＣ：竪穴式住居、ＳＤ：溝、ＳＫ：土壌、ＳＰ：

柱穴・小穴、ＳＡ：柵列、ＳＸ：その他の略号を遺構番

号に冠して表した。

出土遺物については、各調査次毎にＲを冠した番号

を遺物取上番号として与え、接合他の検討を行った。

そして、報告書に記載すべき記録可能な個体を選別す

る時点で、ｌ個体（実測図単位）に対して、改めて４

桁のＲを冠した遺物実測番号を付し、別色で追加注記

している。出土遺物観察表の実測番号がこれに当た

る。３次調査ではRlOOl～１０９４，４次調査ではR1001

～１０７７，５次調査ではRlOOl～1017を数える。
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図121調査区割図（縮尺１／500）
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２調査の概要 (図121）

(1)３次調査の概要

調査地点松山市桑原２丁目９番８号

愛媛大学北吉井団地

調査番号99401

調査面積５４．５㎡

調査期間1994年５月10日～１３日、１６日

調査担当田崎博之

調査補助宮崎直栄

１８日

３次調査は、北吉井団地における初めての調査であ

り、遺跡の実態把握を目的として立会形式で実施し

た。調査区は２ヶ所。基本層序は樽味団地に共通し、

上位からＩ～Ｖ層である（１－２参照)。ただし、Ⅲ層

は部分的にしか残存せず、遺構はⅣ層上面で検出し

た。確認した遺構は、以下の通りである。

溝５条（SD-21～２４．２８）

柱穴。小穴１３基

Ｉ区：１０基（SP－１．３～11）

Ⅱ区：３基（SP-25～27）

出土遺物の大半は溝出土で、５～７世紀の須恵器・

土師器である。この間､時期を違えながら、溝の掘削・

使用・埋没が繰り返されていたことが確認できる。

(2)４次調査の概要

調査地点松山市桑原２丁目９番８号

愛媛大学北吉井団地

調査番号99710

調査面積１００．４㎡

調査期間1997年１０月８日～31日、

１１月６．１２．１３．１８日、１２月１日

調査担当吉田広・三吉秀充

樽味団地共通の基本層序を確認できたが、Ⅲ層の広

がりは団地南部の一部のみで、遺構はⅣ層上面での検

出である。検出した遺構は、以下の通りである。

竪穴式住居１９棟

（SC－５１．５３～5５．５７．５８．６１．１３１．２０４．

２７０．２８３～285.362～367）

掘立柱建物２棟（SB-361.368）

溝５条

（ＳＤ－ｌ・４１．１８１．２７３．２８６）

土壌８基

（SK－２３．５２．５９．１０３．１８９．２０５．２１６．２７２）

柵列３基（SＡ－３５１．３５２．３５３）

柱穴。小穴315基

これらのほとんどは６～７世紀代の遺構で、溝や竪

穴式住居の埋土中からは、須恵器・土師器が多く出土

している。特に団地南西部のⅡ区においては、竪穴式

住居他（SC-51、SK-52・SC-53～５５．５７．５８、ＳＸ－

６２・SC-61）が重複する。なおこの他に、１０世紀代の

遺物もわずかながら存在し、埋土が黒褐色シルトを主

体とする柱穴（SP-310）と柵列３列（SＡ-351.352.

353）が、この時期の遺構である。

(3)５次調査の概要

調査地点松山市桑原２丁目９番８号

愛媛大学北吉井団地

調査番号99711

調査面積３２㎡

調査期間1997年11月１２～１４．１８日

調査担当吉田広・三吉秀充

５次調査は、４次調査検出遺構の広がりを再確認し

ながら調査にあたったが、狭い管路幅のみの調査で

あったことと、ガス漏れという事態に対する限られた

時間内での調査のため、４．５次調査の対応関係がな

お判然としない部分がある。検出した遺構は、以下の

通りである。

竪穴式住居７棟（ＳＣ－８・’４．１６～１９．２１）

柱穴。小穴２４基

（ＳＰ－ｌ～７．９～１３．１５．２０．２２～31）

４次調査Ⅱ区隣接部に遺構が集中し、６～７世紀の

土師器・須恵器が出土し、輪の羽口も確認されてい

る。なお、これらに混じって１０世紀代の遺物もある。
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３調査の記録

ｉ３次調査

排水管が埋設される宿舎建物に挟まれた部分をＩ

区、敷地南側の自転車置場に沿った部分をⅡ区とし

た。両区とも、Ⅲ層は部分的にしか残存せず、Ⅳ層上

面で遺構を確認した。

(1)Ｉ区（図123、図版35-1）

Ｉ区は､東西約30ｍ・幅Ｌ２ｍ前後の調査区である。

Ｉ区では部分的に残るⅢ層の下、Ⅳ層上面で、柱穴を

含む小穴11基を検出し、遺物も出土した（図124)。

ＳＰ－１は溝または土壌状の遺構で、黒色～黒褐色粘

質シルトの埋土をもち、小指先大の炭化物、土器の細

片が出土した。図化できた遺物は２点（１．３)。ｌ

は須恵器蓋の天井部。３は須恵器の高坪脚部。脚柱部

には２条の沈線を挟んで、上下に長方形透かしが施さ

れる。６世紀後半～７世紀初頭。

ＳＰ－４～６．１０では、杭もしくは柱の痕跡を確認し

ている。ＳP－３．７～９．１１．１２は小穴で、ＳＰ－ｌ１．

１２の埋士は黒色～黒褐色である（図版36-1～4)。こ

れら小穴出土遺物で図化できたのは３点。２はＳＰ－９

出土の須恵器坪。受け部に蓋の口縁端部の一部が剥離

して付着する。４はＳＰ－４出土の須恵器の尭胴部片。

外面には縄蒔文、内面には青海波文が施される。６世

紀後半～７世紀初頭。５はＳＰ－６出土の５世紀代の土

師器の高杯脚柱部で、内面に粘土の絞り痕が顕著に見

られる。図化できなかったが、ＳP－３．８．１０．１１か

らは土師器細片、ＳＰ－５から弥生土器・土師器の細片

が出土している。遺物の出土状況から柱穴のほとんど

は、古墳時代後期と考えられる。なお、Ⅲ層出土遺物

として、６の土師器の尭口縁部がある。５世紀末～６

世紀初頭。

(2)Ⅱ区（図１２５．１２６、図版35-2.3）

Ⅱ区は、幅約1.2ｍ、東西約18ｍで北に５ｍ延びる

Ｌ字状の調査区である。Ⅱ区で検出した遺構は、溝５

条と、柱穴・小穴３基である。

①SD-21（図125、図版36-5）

SD-21は、検出面で幅約2.5ｍ・深さ約１ｍの逆台

形状のしっかりした溝である。埋十卜部はシルトで、

地山層であるにぶい黄褐色粘質シルトの塊が混じる。

下底付近には流水によると考えられる縞状の砂喋層が

堆積している。埋土の中でも、１～７．９．１２．１４層

は、砂牒を多く含む砂質シルトで、Ⅳ層の黄褐色粘質

シルトのブロックが混じる。また、土層の堆積状態か

ら２度ほどの掘り直しが確認できる。

出土遺物は、基本的に上層・中層・下層に分けて取

り上げたが、上層が７層以上、中層が８～１０層、下層

が１１層以下にほぼ相当する。以下、図示できた出土遺

物について解説する（図127.128、図版42-1～4)。

上層出土遺物で図化できたものはない。１～18は中

層出土。ｌ～４は須恵器蓋、５～９は須恵器坪。６世

紀後半～７世紀初頭。１０は須恵器の高坪坪部～脚部片

で、短脚と推測される。７世紀代。１１は須恵器の高坪

脚部で脚裾に向かって大きく「ハ」の字状に開く。１２

は須恵器の鉢口縁部。口縁部と胴部に沈線文が１条施

される。７世紀後半。１３は短頚壷の胴部片で、胴上位

が強く張る。外面にはカキメ調整が施される。１４は須

恵器鉢の底部片。内外面とも指ナデを主体に成形し、

接合痕が顕著に残る。内面は胴部がナデ、底部は指押

さえ後ナデ。１５は土師器の坪底部。内面にナデ、底部

は指押さえが見られる。１６は土師器高坪の脚裾部で端

部は面をなす。１７は土師器の婆口縁部で、内湾しなが

ら立ち上がり、端部は丸く収める。焼成はやや軟質。

５世紀末～６世紀初頭。１８は土師器の尭肩部で、外面

には横方向のハケメが施された後、ヘラ状工具による

「ノ」の字状の列点文がめぐる。５世紀前半。

１９～23はSD-21西半部一部撹乱混じり出土として取

り上げたもので、一部撹乱を含む中層以上出土に相当

する。１９．２０は須恵器坪蓋。２１は須恵器の坪で６世紀

中頃。２２は須恵器の坪底部。２３は土師器の坪口縁部。

２４～37はSD-21下層出土。２４～35は須恵器。２４は坪

蓋。２５．２６は坪身。６世紀後半～７世紀初頭。２７～２９

は坪身底部。３０．３１は高坪の口縁部。３０は大型品で、

口縁部は緩やかに外反し、先端付近で強く外反する。

杯部下半に沈線が１条施される。５世紀後半。３１は直

線的に外傾し、口縁先端は先細りする。口縁部と底部

の境に沈線文が１条施される。５世紀後半。３２．３３は
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図123土層注記
SＰ－３

１黒色（7.5YRL7/l）粘質シルト。褐色（lOYR4/4）粘質
シルトを多く含む。
２黒色（7.5YR1.7/l）粘質シルト。１層と同じだが、炭化
物を少地含む。

３黒色（7.5YR1.7/l）粘質シルト。褐色（7.5YR4/3）粘質
シルトが一部薄いレンズ状ブロックに混じる。１cmの炭化

物片が少量出土。

４黒色（7.5YR1.7/1）粘質シルト。褐色（l0YR4/4）粘質
シルトが多く混じる。土器細片出土。

ＳＰ－４

１黒色（7.5YR1.7/1）粘質シルト。暗褐色（7.5YR3/4）粘

質シルトが少量混じる。
２１層に同じ。

３黒褐色（7.5YR3/l）粘質シルト。にぶい黄褐色(lOYR4/3）
シルトの幅２cm程のレンズ状ブロックが少:量混じる。炭化
物の細片が少量出土。

４黄褐色（lOYR4/3）シルト。暗褐色（lOYR3/3）シルトの
小塊が少量混じる。柱痕。

５黒色（7.5YR1.7/l）粘質シルト。黒褐色（lOYR3/1）の
粘質シルトが多く混ざり込む。

ＳＰ－５

１黒色（7.5YR1.7/1）粘質シルト。暗褐色（7.5YR3/4）粘

質シルトを少量含む。柱痕。
２黒色（7.5YR1.7/1）粘質シルト。暗褐色（7.5YR3/3）粘

質シルトの小塊を少量含む。

３黒色（7.5YR1.7/l）粘質シルト。暗褐色（7.5YR3/3）粘
質シルトの小指先大の塊が多い。

４黒色（7.5YR1.7/1）粘質シルト。暗褐色（7.5YR3/4）粘

質シルトを少量含む。

５黒色（7.5YR1.7/1）粘質シルト。暗褐色（7.5YR3/4）粘

質シルトの小塊が多い。
ＳＰ－６全体に１cmの炭化物を極少量含む。

ｌ黒色（7.5YRL7/l）粘質シルト。黒褐色（10YR3/2）シ
ルトの小塊を少量含む。

２黒色（7.5YR1.7/1）粘質シルト。黒褐色（lOYR3/2）シ

ルトの小指先大の塊を少量含む。

３黒色（7.5YR1.7/1）粘質シルト。暗褐色（l0YR3/3）シ
ルトを少量含む。土器片出土。柱痕。

４にぶい黄褐色（lOYR4/3）砂質シルトに黒色(7.5YRL7/l）
粘質シルトの小塊を少世含む。

５黒色（7.5YR1.7/l）粘質シルト。にぶい黄褐色(lOYR4/3）
砂質シルトが流れ込む。

ＳＰ－７黒色（7.5YR1.7/l）粘質シルト。黒褐色（l0YR3/2）
粘質シルトのlcml隔程の薄いレンズ状ブロックを多く含
む。土器細片出土。

ＳＰ－８土器の細片・炭化物細片がまばらに出土。

１黒色（7.5YRL7/l）粘質シルト。にぶい黄褐色(lOYR5/3）
シルトの薄いレンズ状ブロックを多く含む。

２黒色（7.5YR1.7/l）粘質シルト。
３黒色（7.5YR1.7/l）粘質シルト。にぶい黄褐色(lOYR4/3）
シルトのレンズ状ブロックが少量混じる。

４黒色（7.5YR2/1）粘質シルト。にぶい黄褐色（l0YR4/3）
シルトの小塊が少量混じる。

SP-10まんべんなく１cmの炭化物片を少量含む。

１黒色（7.5YRL7/l）粘質シルトに、にぶい黄褐色（lOYR

４/3）シルトの小指先大の丸い塊が混じる。土器細片出土。

柱痕。

２黒色（7.5YR1.7/l）粘質シルト。

３黒色（7.5YRL7/1）粘質シルト。土器片出土。
４黒色（7.5YR1.7/1）粘質シルトで、にぶい黄褐色（lOYR

４/3）粘質シルトの小指先大の丸い塊が少量混じる。

５褐色（l0YR4/4）粘質シルト。

６黒色（7.5YR1.7/l）粘質シルト。黄褐色（7.5YR4/3）粘
質シルトの塊が混じる。
７黒色（7.5YR1.7/l）粘質シルト。黄褐色（7.5YR4/3）粘

質シルトの塊が混じる。

８黒色（7.5YR1.7/l）粘質シルト。にぶい黄褐色(lOYR4/3）
粘質シルトの２cmの塊を少;量含む。

９黒色（7.5YR1.7/l）粘質シルト。にぶい黄褐色(10YR4/3）
粘質シルトの１cmのレンズ状ブロックを少量含む。

１０黒色（7.5ＹR1.7/1）粘質シルト。

３８～45はSD-21溝底砂質土層出土として取り上げた

もので、下層出土に相当する。３８～44は須恵器。３８は

高坪の蓋。３９は坪蓋で６世紀後半。４０～43は坪身。４０

は口縁部が長く、直線的に内傾する。４１～43は口縁部

が短く、６世紀後半～７世紀初頭。４４は高坪の脚部。

長脚２段、２方向長方形透かしと考えられる。６世紀

中頃～後半。４５は土師器坪の完形品。全体的に器壁が

厚い。底部は平底で、口縁端部は丸く収める。

４６～50は11層出土。４６は須恵器の蓋で、６世紀後半

～７世紀初頭。４７．４８は須恵器の坪身底部。４９は土師

器鉢の口縁部。口縁部は水平近くまで強く屈曲し、胴

は張らずにそのまま底部に至ると推測される。口縁端

部は横ナデにより、面をなす。胴部外面は粗い縦方向

のハケメ、内面にはケズリ後横ナデが施される。古墳

時代前期。５０は砂岩製の砥石。平面は台形状を呈し、

４面とも砥面として利用している。

以上の遺物の検討から、下層は、７世紀初頭以降の

遺物を含んでいない。中層は、１０の高杯、１２の鉢が最

も新しい時期を示し、７世紀後半前後。上層からは時

期決定可能な遺物は見られない。先記したように、ＳＤ

高坪脚部。３２は長脚２段で２方向に長方形透かしが施

される。６世紀後半～７世紀初頭｡33は筒状の脚部で、

透かしはない。３４は小型壷口縁部で、ラッパ状に大き

く外反する。３５は横瓶の胴部。外面は、縄蒔文タタキ

が施される。３６．３７は土師器謡の口縁部。５世紀末～

６世紀初頭。

図１２４３次調査Ｉ区出土遺物実測図（縮尺１／４）
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図125土層注記
SD-21

１黒褐色（lOYR2/2）シルト。黄褐色（lOYR5/6）シルトの
小指大の丸い、２～３mm程の操を極少量含む。
２黒色（7.5YR1.7/l）シルト。１層と比べてやや砂っぽい。
にぶい黄褐色（10YR5/4）の小塊をまばらに含む。２～３
ｍⅢの際が全体に極少量混じる。土器細片出土。

３黒色（7.5YR2/l）シルト。黄褐色（l0YR5/6）の小塊を
極少量含む。炭化物細片が極少量出土。

４黒色（7.5YR1.7/1）シルト。黒褐色（５YR3/2）の２ｃｍ
の丸い塊を極少量含む。土器片出土。

５暗褐色（7.5YR3/3）粘質シルト。全体に黄色味が強い。
６暗褐色（7.5YR3/3）粘質シルト。黒色（7.5YR1.7/l）が
少し混ざり込む。

７黒色（7.5YR1.7/l）シルト。暗褐色（7.5YR3/3）の薄い
レンズ状ブロックを含む。

８黒色（7.5YR2/l）シルト。褐色（lOYR4/4）シルト質土
の小塊を少量含む。粘質やや強い。炭化物細片がまばらに
出土。多くの土器片出土。

９黒色（7.5YR2/1）シルト。褐色（10YR4/4）シルトの小
指先大の丸い塊を極少量含む。炭化物細片がまばらに出
土。土器片出土。

１０黒色（7.5YR2/l）砂質シルト。褐色（l0YR4/6）の５ｍｍ
の粒状ブロックをまばらに含む。土器片・炭化物片がまば
らに混じる。

１１黒褐色（10YR2/2）砂牒。下部ほど砂質が強く、黒色（7.5
ＹR1.7/l）の薄いレンズ状ブロックを極少量含む。砥石、
土器・炭化物片が極少量出土。

１２暗褐色(lOYR3/3)細砂質土。５cm幅の薄いレンズ状ブロッ

クを極少量含む。下部から１cmの角張った炭化物の塊が少
量出土。

１３にぶい黄褐色（l0YR4/3）細砂質土。
１４黒褐色（10YR3/2）細砂質土。
１５暗褐色（lOYR3/3）砂喋。にぶい黄褐色（10YR5/4）シル
トのｌ～２cm幅の薄いレンズ状ブロックが多く混じる。

SP-27

１黒色（7.5YR1.7/l）シルト。暗褐色（10YR3/3）シルト
の１～５cmの塊が多く混じる。柱痕。

-21は土層の堆積状態から２度ほどの掘り直しが確認

できている。土層と出土遺物との対応関係を見てみる

と、下層出土遺物の下限の時期から、７世紀初頭前後

までに当初の溝が埋没したと考えられる。最初の溝の

掘り直しおよび埋没時期は、中層出土遺物に対応し、

７世紀後半と考えられる。２回目の掘り直しと埋没は

それ以降となる。

②SD-22（図125、図版36-6）

SD-22は、幅約３ｍ・深さ約30cmの浅い上段と、東

寄りに偏した位置の幅約50cln・深さ約40cmの下段から

なる。埋土は暗褐色から黒褐色の砂質シルトを主体と

し、下段の掘りこみや埋土の堆積状況から、少なくと

も２回の掘り直しが行われている。

出土遺物は、基本的に上層・中層・下層に分けて取

り上げたが、上層が１．２層、中層が３層、下層が４

層以下にほぼ相当する。以下、図示できた出土遺物に

ついて解説する（図129、図版42-5)。

１～４は上層出土。１．２は土師器高坪の口縁部。

ｌは内面に横方向のハケメが施される。３は土師器高

Ｖ桑原西稲葉遺跡３～５次調査１６５

２黒色（7.5YR1.7/l）シルト。黒褐色（7.5YR3/2）シルト

が多く混ざり込み、明黄褐色の小塊がまばらに混じる。

３黒色（7.5YR2/l）シルト。明黄褐色（lOYR6/6）シルト
の小塊が散漫に、下部には１０cmの塊がいくつか混じる。

SD-28

１黒色（7.5YR2/1）シルト。上部にはオリーブ褐色（2.5Ｙ
４/3）の小塊がまばらに混じる。

２黒色（7.5YR2/1）シルト。土器片出土。

３黒色（7.5YR2/l）シルト。黄褐色（lOYR5/6）の小塊や
明黄褐色（lOYR6/6）の３cmの塊が少量混じる。

SＤ－２２

１黒褐色（7.5YR2/2）砂質シルト。黄褐色（lOYR5/6）の
小塊がまばらに混じる。

２黒色（7.5YR2/l）砂質シルト。にぶい黄褐色（lOYR4/3）
の３cmの楕円形の塊が極少量混じる。

３黒褐色（l0YR2/2）砂質シルト。明黄褐色（lOYR6/6）の
小塊が極少量混じる。

４黒褐色（l0YR3/2）シルト。

５黒褐色（l0YR3/2）砂質シルト。黄褐色（l0YR5/6）シル
トの薄いレンズ状ブロックが多く混じる。

６にぶい黄褐色（l0YR4/3）シルト。

７黒褐色（lOYR2/2）砂質シルト。明黄褐色（lOYR6/6）の
２cmの塊が混じる。

８黒色（7.5YR2/l）砂質シルト。黄褐色（lOYR5/6）シル
トの５cmの塊が混じる。

９黒褐色（lOYR2/2）砂質シルト。明黄褐色（lOYR6/6）の
２cmの楕円形の塊を極少量混じる。

１０黒褐色（7.5YR2/2）砂質シルト。黄褐色（l0YR5/6）シ
ルトのlOcInの塊が混じる。

１１黒褐色（7.5YR2/2）シルト。

１２黒褐色（7.5YR2/2）砂質シルト。明黄褐色（lOYR6/6）
の小塊がまばらに混じる。

１３黒褐色（10YR2/2）シルト。
１４黒褐色（lOYR2/2）砂質シルト。黄褐色（lOYR5/6）の２
ｃｍの丸い塊が極少量混じる。

１５にぶい黄褐色（10YR4/3）シルト。

坪の脚部｡４は土師器莞の肩部片。５．６は中層出土。

５は土師器高坪の坪部で、口縁端部がわずかに屈曲す

る。６は土師器壷の肩部片で、器壁が厚く大型品で胴

が強く張ると考えられる。７～14は下層出土。７～１１

は土師器高坪。７は口縁部、８は坪底部。９．１０は段

をもつタイプの杯部。９は大きく開き浅い。１１は高坪

の脚裾部で、裾部の屈曲は明瞭で水平方向に開く。１２

は小型丸底壷の胴部片。１３は土師器尭の頚部で、屈曲

が強く、内外面に明瞭な稜が見られる。１４は土師器鉢

の底部。丸底で外面にはタタキが施される。１５はSD-

22南壁清掃中出土の小型丸底壷の胴部片である。１６は

上層出土の鉄器。釘の可能性が考えられる注１．

下層出土遺物は、５世紀中頃に位置づけられる。ま

た、上層・中層出土遺物は５世紀後半を下らないこと

から、SD-22は５世紀中頃前後に掘削され、数度の埋

没．掘り直しを経て、５世紀後半に完全に埋没したと

考えられる。

③SD-23（図126、図版36-7）

ＳＤ－２３はⅡ区の屈曲部で検出した溝。南壁で約2.5
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SD-23

一 ミー ､
、

､

､

池

、

Ⅱ

ｍ、東壁で約３ｍにわたって検出でき、深さ約90cmの

緩やかな逆台形状を呈する。全体に砂質が強い埋土を

もち、いくつかの土層では、流水を物語る砂層が縞状

に互層状態で堆積している。

出土遺物は、やはり上層・中層・下層に分けて取り

上げているが、上層が１０層以上、中層が１１．１２層、下

層１３．１４層にほぼ相当する。以下、図示できた出土遺

物について解説する（図130、図版42-6,43-1)。

１～４は須恵器。１は１２層出土の蓋。２は中～下層

出土の蓋。３は溝底砂層出土の蓋。４は３層出土の蓋

である。１．２は６世紀後半､３は６世紀中頃～後半。

５～12は土師器。５．６は南壁清掃中暗茶褐色粘質土

出土の高坪の脚部。５は筒状をなし中実。６は脚柱部

のみ中実で、脚裾が「ハ」の字状に大きく開く。７は

溝底砂層上部の土層から出土した高坪脚部。８は上層

出土の鉢の口縁部で、直口するボール状の形態。９．

１０はSD-23下半部出土の尭口縁部である。口縁部が強

く屈曲し、胴部もやや張ると考えられる。９は胴部外

ＳＤ－２３

１黒褐色（lOYR2/2）砂質シルト。かなり砂喋を含む。

２黒色（7.5YR2/l）砂質シルト。暗褐色（lOYR3/3）シル
トのレンズ状ブロックや、褐色（lOYR4/4）シルトの小塊
が少量混じる。

３黒色（7.5YR2/1）砂質シルト。
４黒褐色（lOYR2/2）砂牒混じりシルト。にぶい黄褐色（lO
YR5/4）シルトの小塊が少量混じる。
５黒褐色（lOYR2/2）砂質土。
６黒色（7.5YR2/1）シルト◎黒褐色（lOYR2/2)粘質シルト
や褐色(lOYR4/4)シルトの２cmの塊が極少量混じる。

７黒色(7.5YR1.7/1)シルト。右斜め上方から、厚さ１cm､長
さ５cm程のにぶい黄褐色(lOYR4/2)ブロックが混じる。
８黒色（7.5YR2/1）砂質土。薄いレンズ状の微細・細砂が

縞状に堆積し、褐色（7.5YR4/4）シルトの小塊が少量混

じる。土器出土。

９黒色(7.5YR2/1)砂質シルト。やや砂質が強く、褐色（7.5
YR4/6）の小塊が極少量混じる。
１０黒褐色（lOYR2/2）砂。微細・細砂が縞状の互層となって
堆積。褐色（7.5YR4/4）の極小さい塊がまばらに混じる。
１１黒色（lOYR1.7/l）砂質シルト。にぶい黄褐色（lOYR5/4）
シルトの２～１０cmの塊が極少量混じる。土器出土。

１２灰黄褐色（lOYR4/2）砂質シルト。黄褐色粘質シルトの親
指大の塊が混じる。

１３黒褐色（7.5YR3/2）砂質シルト。角張った炭化物片を少
量含む。

１４黒褐色（7.5YR3/l）砂質土。微細･細砂が縞状に互層堆積。

匙

図１２６３次調査Ⅱ区実測図(2)（縮尺１／40）



面に横方向の粗いハケメが施される。１１．１２は中～下

層出土。１１は尭の口縁部で、緩やかに外反する。１２は

把手付鍋で、把手が剥離した痕跡が残る。また、外面

の一部は赤変した部分がある。１３は上層出土の砂岩製

の台石である。本来は平面円形と考えられる。中央部

付近に黒変部が存在し、蔽打痕が集中する。

５～１０のように４．５世紀に遡る遺物があるもの

の、溝底砂層出土の３や中～下層出土の１２などから６

世紀中葉前後に溝が機能していたと考えられる。ま

た、７世紀代に下る資料は認めらないことから、６世

紀後半前後に溝としての機能を失ったと考えられる。

④SD-24（図126）

SD-24は、Ⅱ区北端でわずかに見つかった溝状遺

構。SD-22と同一の溝の可能性が高い。出土遺物は弥

生土器・土師器の細片である。

⑤SD-28（図125、図版36-6）

SD-28は、ＳＤ－２２の西脇に接するような位置で検出

Ｖ桑原西稲葉遺跡３～５次調査１６７
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図１２７３次調査SD-21出土遺物実測図(1)（縮尺１／４）

２

‐
毛 ～=二｣=グ;「
ﾉら；

＝一一

111

＜二一豆》；
－
９
脚
側
川
蝋
、

昌
謡
、
。

汁
両
１
１
Ⅲ
‐

、
上
甑
蟻

した溝。幅約40ｃｍ・深さ50cm弱のＶ字形に近い逆台形

状の断面を呈する。埋土はシルト質土で、流水を示す

砂層等は検出されなかった。出土遺物はない。

⑥柱穴。小穴

Ⅱ区では以上の溝の他に、SP-25～27を検出してい

る。SP-27は立柱痕跡は平面で検出できず、土層断面

で確認した。ＳP－２５．２６は黒色～黒褐色シルトの埋土

をもつ。いずれも出土遺物はない。

⑦Ⅲ層出土遺物（図131）

Ⅲ層出土遺物から図化できたのは古墳時代の７点。

２がⅡ区西半部、他は東半部出土である。１は須恵器

の蓋口縁部で、焼成はやや軟質。６世紀後半。２は須

恵器高坪の脚部で、脚端部は回転ナデによりくぼみ、

内外面には薄い自然粕が認められる。３．４は土師器

高杯の口縁部。４は明瞭な段をもつ。５は高坪の坪底

部。６は高坪脚部で、脚柱部内面に横方向のケズリが

施される。７は土師器の斐口縁部である。
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師

図１２９３次調査SD-22出土遣物実測図（縮尺１／４，１／２）
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(3)小結

３次調査Ｉ区では、柱穴・小穴数基の検出に留まっ

たが、Ⅱ区では南北方向の溝を４条検出したことにな

る。このうち、SD-28は時期不明ながら、他の溝は遺

物を伴い､その変遷が明らかである。まず､SD-22(24）

が５世紀中頃に掘削され、数度の埋没．掘り直しを経

て５世紀後半に埋没してしまう。続いて６世紀代にSD

-23が掘削され、６世紀後半には埋没する。そしてSD

-21が掘られ、２度程の掘り直しを経て、７世紀のう

ちに埋没してしまう。ほぼ間断なく溝の掘削・埋没が

続くようで、堆積土層から水路として機能していたこ

とが窺える。

ｉｉ４次調査

４次調査は、新設される排水管路埋設に基づき枝状

に調査区が連続し、屈曲や分岐によってＩ～Ⅶ区に分

割している。以下、その区割毎に記述していく。

(1)Ｉ区（図132～133、図版37-1.2）

当初、２号棟建物際は、建築時の余掘内と推測して

調査対象地域から外していたが、並行して行った管路

本体部分の掘削範囲でも撹乱の及んでいないことが確

認され、施工業者と協議の上、計画管路部分すべてに

ついて調査を実施することにした。結果、Ｉ区は総延

長20ｍ弱に及ぶ。

この地点では、アスファルト舗装面から約45cmの深

さで遺構を検出した。検出した遺構の大半は、杭痕と

思われる径１０cm前後の小穴で、若干の柱穴が伴う。他

に溝を２ヶ所で確認し、Ⅱ区へ広がる竪穴式住居１棟

を検出している。溝・竪穴式住居を中心に遺物が出土

している（図134、図版43-2)。

①ＳＤ－１（図132、図版37-5）

枝管の最南端部分で北東一南西方向の深さ35cm以上

のＳＤ－１を確認した。埋土は黒褐色シルトで、地山Ⅳ

層の小塊を含み、一部がラミナ状の堆積をなす。後に

集水析設置に伴う追加調査で、その延長部分が確認で

き、深さが95cmにも及ぶことが判明した。出土遺物で

図化できたのは１点のみ。ｌは須恵器の蓋で外面にや

や弱い稜をもつ。６世紀中頃。

②SD-41（図132、図版37-3）

２号棟壁際のやや西寄りの地点で、幅約2.3ｍ、深

、－厘些旦１－ＩＩＬ万扇
２‘３

雲４，時ﾉ世
０１０ｃｍ

‐Z?－ここ｡「７

図１３１３次調査Ⅱ区Ⅲ層出土遺物実測図(縮尺１／４）

さ80cmのSD-41を検出した。両岸は崩れのためか段を

なす。溝の西端部分には既設の管路が２本走り、発掘

調査を行えておらず不明であるが、東側の溝の掘り込

みは垂直に近く、人工的な溝であることは確かであ

る。上層はシルトが堆積して少量の遺物が混じるのに

対して、下層は砂質土が縞状をなして堆積しており、

流水が伴う。遺物は、底面付近の砂層から折り重なっ

て出土している。SD-41は位置関係等から、３次調査

SD-21の北側延長にあたり、後記するⅣ区のSD-286

がさらにその延長の可能性が高い。なお、ＳＤ－１はSD

-41からの分流と考えられる。

出土遺物の内、図化できたのは１３点。２～４は８層

以上の上層出土。２はやや小型の須恵器の蓋で、内外

面ともに回転ナデが施される。６世紀後半～７世紀初

頭。３は須恵器の壷口縁部で、ラッパ状に開き外面に

粗い櫛描き波状文が施される。４は土師器の尭口縁部

で、内面に横方向のナデが施される。

５～14は９層以下の下層出土。５．６は須恵器の

蓋｡５は口縁部外面に稜線が明瞭に入る｡焼成は不良。

６は口縁部の立ち上がりが弱く、やや器高の浅いタイ

プ。７～９は須恵器の坪部。７は口縁部に接合痕が顕

著に残る。１０は須恵器高坪の脚裾部で、長方形透かし

の下部には凹線状の凹みが見られる。１１は小型の疎

で、胴中位に浅い沈線文が施される。１２は緩やかに外

反する須恵器壷の口縁部である。口縁端部は下方に拡

張され、端面下半に沈線が１条施される。１３．１４は土

師器蕊。１３は口縁が緩やかに内湾しながら立ち上が
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SK-59

図132SD-41北壁十層注記
１黒褐色（l0YR2/2）シルト。明黄褐色（lOYR6/6）砂質シ
ルトの２～３ｍの丸いブロックが混じる。遺物が混じる。
２黒褐色（10YR2/2）シルト。ｌ層に比べて砂質が強い。明
黄褐色（10YR6/6)砂質シルトおよび、黄褐色（10YR5/6）
砂質シルトの２～３cmの丸いブロックが混じる。遺物含む。
３黒色（10YR2/1）シルト。黄褐色（l0YR5/6）砂質シルト
の２～３mmの丸いブロックが混じる。

４黒色（lOYR2/1）シルト。黄褐色（l0YR5/6)砂質シルト。
５～１０ｍの明黄褐色（l0YR6/6）砂質シルトの丸いブロッ
クが混じる。土器片が混じる。

５黒色（lOYR2/l）シルト。黄褐色（lOYR5/6）砂質シルト
の小ブロックが混じる。東側では明黄褐色（10YR6/6）砂
質シルトの幅５mmの薄いレンズ状ブロックが混じる。

黒色（10YR2/l）シルト。黄褐色（10YR5/6）砂質シルト
の丸いブロックが多く混じる。

黒色（l0YR2/1）シルト。黄褐色（lOYR5/6）砂質シルト
の丸いブロックが多く混じる。６層に比べて砂質が強い。
暗褐色（lOYR3/3）砂質シルト。明黄褐色（lOYR6/6）の
丸いブロックが少量混じる。炭化物・土器片が混じる。
灰黄褐色（l0YR5/2）砂質土。きめは細かい。
灰黄褐色（10YR5/2）砂質土。明黄褐色（lOYR6/6）砂質
シルトの小指先大のブロック・２～３mmの砂喋が混じる。
炭化物が面的に広がる。古墳時代後期のローリングを受け
た土器が層状に混じる。

６
７
８

９

１０

SＰ－４２

１黒褐色（lOYR3/l）シルト。灰黄褐色（lOYR6/2）シルト
および明黄褐色（lOYR7/6）砂質シルトの丸いブロックが
多く混じる。鉄分の沈着あり。

２黒褐色（lOYR3/l）シルト。灰黄褐色（l0YR6/2）シルト
および明黄褐色（lOYR7/6）砂質シルトの丸いブロックが|Y＝’

SＰ－３０

多く混じる。

３黒褐色（lOYR3/1）シルト。灰黄褐色（10YR6/2）シルト
の丸いブロックが多く混じる。
４黒褐色（10YR3/1）シルト。
５黒褐色（10YR3/1）シルト。灰黄褐色（l0YR6/2）シルト
の丸いブロックが多く混じる。
６黒褐色（l0YR3/1）シルト。明黄褐色（10YR7/6）砂質シ
ルトのレンズ状ブロックが多く混じる。
７黒褐色（lOYR3/l）シルト。にぶい黄燈色（lOYR7/2）の
丸いブロックが多く混じる。

８黒褐色（l0YR3/1）シルト。にぶい黄橿色（10YR7/2）お
よび明黄褐色（l0YR7/6）砂質シルトのレンズ状ブロック
が多く混じる。

SC-51暗褐色（lOYR3/3）シルト。小指先～親指程の灰黄褐

色（lOYR6/2）シルトの丸いブロックが多く混じる。
SP-304暗褐色（lOYR3/3）シルトおよび灰黄褐色（10YR6/2）

シルト。

SK-52暗褐色（lOYR3/3）シルト。灰黄褐色（10YR6/2）シ
ルトのブロックおよび少量の炭化物が混じる。
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SC-53暗褐色（lOYR3/3）シルト。灰黄褐色（10YR6/2）シ

ＳＰ－４２

図１３３４次言周査Ｉ区。Ⅱ区実測図（縮尺１／40）

ルトの２～３ｍｍの丸いブロックが混じる。

暗褐色（l0YR3/3）シルト。灰黄褐色（10YR6/2）シ

ルト、明黄褐色（10YR7/6）シルトの２～５mmの丸い
ブロックが混じる。しまりあり。

暗褐色（10YR3/3）シルト。灰黄褐色（10YR6/2）シ
ルトおよび明黄褐色（l0YR7/6）シルトの２～３ｍの
丸いブロックが混じる。
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る。内外面ともに横ナデ。１４は屈曲部から胴上半にか

けて、内外面ともに横方向の粗いハケメが施される。

SD-41出土遺物のうち、下層出土遺物は５世紀後半

から６世紀後半に位置づけられ、３次調査SD-21下層

出土遺物にほぼ一致する。ただし、上層出土遺物は数

が少なく、３次調査SD-21中層出土の７世紀に下る遺

物は見出せない。

③SC-51（図133、図版37-6）

Ｉ区西端、Ⅱ区南端で検出した。主軸を北北西一南

南東にふる一辺３ｍ以上の方形竪穴式住居。深さ１０～

15cm程が残り、床面は38.35ｍの標高に位置する。主

柱穴は不明。住居の隅部付近には、調査区西壁及び平

面で溝状の落ち込みが見られることから、周壁溝をも

つと見られる。SC-367と切り合うが、先後関係は不

明。

出土遺物で図化できたのは４点。１５～１７は須恵器の

蓋。１７は口縁端部外面に刻みを施す。端部内面には不

明瞭な内傾する段が見られる。６世紀中頃。１８は土師

器喪で、口縁部はやや外傾し、屈曲部外面は強い横ナ

デにより凹む。以上の所見から、竪穴式住居が機能し

たのは６世紀前葉から中頃と考えられる。

④SC-367（図133.150）

SP-42は、調査区の北壁にそって、柱穴のほぼ半分

程度を検出できた。直径約80cmを測る。埋土の観察で

は、柱痕もしくは抜き取り痕が認められる（図版37-

4)｡柱間などの検討から、５次調査のSP-24と対応し

て竪穴式住居（SC-367）の主柱穴をなすと考えられ

る。図化できなかったが、出土遺物には土師器片が数

点ある。

⑤柱穴。小穴

少数の柱穴と杭跡と思われる径１０cm前後の小穴を多

数検出している。図化できなかったがＳＰ－３からは、

土師器片が少量出土し、SP-l5周辺のⅢ層から古墳時

代後期の土師器斐片・須恵器片が出土している。１９は

SP-l5もしくはⅢ層出土の須恵器の蓋。休部からやや

強く屈曲して口縁部にいたる。６世紀後半。

(2)Ⅱ区（図１３３．１３５．１３６、図版38-1.2）

Ⅱ区は２号棟西側の南北約17ｍの区間。アスファル

ト舗装面から約45cmの深さで遺構を検出した。調査区

中、最も遺構が集中し、遺物も多い（図137、図版43

-1.2)。まず南端に竪穴式住居SC-51があり、わずか

に間を空けて、竪穴式住居等（SK-52・SC-53～5５．
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５７．５８）が重複する。さらにもう一度わずかな間隙を

空けて、竪穴式住居(SX-62・SC-61)が存在する。

①ＳＫ－５２（図133）

SC-51の北に連なる小型の土壌で、SC-51にその南

端を辛うじて切られる。土師器片が数点出土。６世紀

前半から中頃以前に位置づけられる。



X＝3５

ＳＰ－３６９

１黒褐色（10YR2/2）シルト。明黄褐色（2.5Ｙ６/6）シルト
および砂喋が混じる。しまりやや弱く、粘性あり。

２黒褐色（7.5YR2/2）シルト。明黄褐色（2.5Ｙ６/6）シル
トの３mmブロックが多く混じる。

３暗オリーブ褐色（2.5Ｙ３/3）シルト。明黄褐色(2.5Ｙ６/6）
シルトのブロック間に黒褐色シルトが混じる。しまり弱い。

ＳＰ－３７０

１黒褐色（7.5YR2/2）シルト。SC-54の２層に近似。わずか

に粘性強い。

２暗オリーブ褐色(2.5Ｙ３/3）シルト。明黄褐色(2.5Ｙ６/6）
シルトのブロック間に黒褐色シルトが混じる。しまり弱い。

ＳＣ－５４

１黒褐色（7.5YR2/2）シルト。褐色（7.5YR4/4）～にぶい

褐色（7.5YR5/3）の砂喋、土器細片が多く混じる。しま
り強い。

２黒褐色（7.5YR2/2）シルト。にぶい赤褐色（5YR4/3）の
焼土がラミナ状に混じる。土器含む。

３黒褐色（7.5YR2/2）シルト。ｌ層に比べ砂喋の混じり少
ない。粘性あり。

４極暗褐色（7.5YR2/3）シルト。明黄褐色（2.5Ｙ６/6）シ
ルトが混じる。しまり弱い。

SC-55黒褐色（7.5YR2/2）シルト。砂牒を多く含む。砂牒
のブロックは大きく、しまりあり。

SP-56黒褐色（7.5YR3/2）シルト。SC-57埋土に比べ砂喋の
混じり少ない。やや粘性あり。

SP-310黒褐色（7.5YR2/2）シルト。SC-57埋土に比べ砂喋
の混じり少なく、均質で粘性高い。

ＳＣ－５７

１黒褐色（7.5YR2/2）シルト。褐色～にぶい褐色の砂牒が
多く混じる。しまり強い。

２黒褐色（7.5YR3/2）シルト。１層に比べ、砂牒が多い。
特に上面近くではラミナ状を呈する。

ＳＰ－３７５

１黒褐色（7.5YR2/2）シルト。SC-57の１．２層に比べ、砂
牒の混じり多く、しまり強い。

２暗オリーブ褐色（2.5Y3/3）シルト。明黄褐色（2.5Ｙ６/6）
シルト。ブロック間に黒褐色（7.5YR2/2）シルトが混じ
る。粘性あり。

３黒褐色（2.5Y2/2）シルト。ｌ層に比べ、砂牒の混じり少
なく、粘性強い。

SP-376暗褐色（7.5YR3/3）シルト。砂牒はSC-57の２層に
近いが、粘性ややあり。

ＳＰ－３７７

１黒褐色（7.5YR2/2）シルト。砂牒の混在は少なく、粘性
あり。しまり弱い。ブロック状堆積。

２暗褐色（l0YR3/3）シルト。明黄褐色（2.5Ｙ６/6）シルト
ブロックが混じる。

３黒褐色（lOYR2/3）シルト。ｌ層に比べ、明黄褐色（2.5
Ｙ６/6）シルトの割合が多い。粘性あり。しまり弱い。

SP-378

１褐色（10YR4/4）シルト。明黄褐色（2.5Ｙ６/6）シルトの
ブロックが混じる。

２黒褐色（7.5YR2/2）シルト。砂喋の割合はSC-57埋土に比
べてやや少ないが、粘性あり。

SC-58

１黒褐色（7.5YR2/2）シルト。SC-57のｌ層に比べ、砂牒の
割合やや少ない。しまりあり。

２黒褐色（2.5Y3/2）シルト。褐色（l0YR4/4）シルトが混
じる。しまりあり。砂篠多ぃ。
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一アスファルト

38.50ｍ

ｌにぶい黄色（2.5Ｙ６/3）粘質シルトおよび明黄褐色（10YＲ

７/6）粘質土のブロックが混在。黒褐色（7.5YR2/2）粘質
シルトが少量混じる。

２黒褐色（7.5YR2/2）粘質シルト。明黄褐色（10YR7/6）
粘質土の丸いブロックが多く混じる。

３黒褐色（7.5YR2/2）粘質シルトおよび明黄褐色（lOYR7／
６）粘質土が互層状に堆積。

SP-76

１黒褐色（7.5YR2/2）粘質土。にぶい黄色（2.5Ｙ６/3）粘
質土、明黄褐色（l0YR7/6）粘質土の丸いブロックが少量

混じる。

２黒褐色（7,5YR2/2）粘質土。にぶい黄色（2.5Ｙ６/3）粘
質土が混じる。

３黒褐色（7.5YR2/2）粘質土｡にぶい黄色（2.5Ｙ６/3）粘
質土の丸いブロックが多く混じる。

４黒褐色（7.5YR2/2）粘質土。にぶい黄色（2.5Ｙ６/3）粘
質土、明黄褐色（l0YR7/6）粘質土のレンズ状ブロックが
多く混じる。

SP-79黒褐色（2.5Ｙ３/2）粘質シルト。黄褐色（2.5Ｙ５/3）
粘質シルトがブロック状に混じる。

Ⅲ′黄褐色（2.5Ｙ５/3）粘質シルト。暗褐色（l0YR3/3）粘質
土の小さく丸いブロックを少量含む。

弓匡而諾
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SX-62黒褐色（7.5ＹＲ２/2）粘質シルト。にぶい黄色（2.5Ｙ
６/3）粘質シルトの２～３mmの丸いブロックが多く混じ
る。粘性が強くしまりあり。砂粒が多く混じる。炭化
物を多く含む。

SＰ－６３

１黒褐色（lOYR3/2）粘質シルト。

２黒褐色（lOYR3/2)粘質シルトに、にぶい黄色（2.5Ｙ６/3）
粘質シルトの丸いブロックを多く含む。

ＳＰ－６４

ｌ灰黄褐色（lOYR4/2）シルト。にぶい黄色（2.5Ｙ６/3）粘
質シルトの丸いブロックを含む。

２灰黄褐色（lOYR4/2)粘質シルト。にぶい黄色(2.5Ｙ６/3）
シルトおよび明黄褐色（lOYR7/6）粘質土の丸いブロック
を多く含む。炭化物多く含む。

SC-61黒褐色（7.5YR2/2）粘質シルト。
ＳＰ－６６

１暗褐色（lOYR3/3）シルト。

２暗褐色（lOYR3/3）粘質シルト。明黄褐色（l0YR7/6）粘
質シルトのブロックが混じる。
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②ＳＣ－５３（図133）

SC-53は､SK-52を切るが､北をSC-54に切られて、

１ｍ程の範囲が残るのみ。SC-51に主軸を平行させる

方形竪穴式住居と考えられる。残存する深さがわずか

１０cm程度と微妙ながら、SC-51に切られていると考え

る。遺物は出土していない。切り合い関係から６世紀

後半前後に位置づけられる。

③SC-54oSC-366（図135.150）

先の『年報』では溝として報告しているが、主軸を

北西一南東にふる一辺約５ｍを測る方形の竪穴式住居

SC-54とした。ＳC－５３．５５を切る。床面は標高38.20

ｍ付近にあり、床面下には北側のみ周溝状の落ち込み

が巡る。調査区東壁に沿って面的に広がる焼土層が確

認でき、竃に関連する堆積の可能性も考えられる。主

柱穴の可能性が考えられるのは、SP-369～371である

（図版３８－４．５)。ただし、SP-369は５次調査SP-20

と同一の柱穴と考えられ、柱間等の検討から５次調査

SP-32とともに、竪穴式住居（SC-366）の主柱穴を

なす可能性が高い。SC-54とSC-366とは建物の向き

が異なることから、SC-366はSC-54に先行する別遺

構の可能性が高い。したがって、SC-54の主柱穴はＳＰ

-370.371もしくは調査区外と考えられる。

SC-54からは須恵器・土師器が多数出土している。

図化できたのは１５点。１～４は須恵器の蓋。６世紀後

半～711t紀初頭。５～８は須恵器の坪。６は内外面と

も赤褐色。６世紀中頃～７世紀前葉。９は須恵器鉢の

口縁部。胴部はほとんど張らず、口縁部はわずかに外

反し、端部は丸く収める。７世紀。１０は須恵器の小壷

で、胴が強く張り、口縁部が短く外反する。１１は土師

器高坪の坪底部。１２は鉢の口縁部で、口縁部に傾斜変

換点をもち、先端付近でわずかに屈曲する。１３は土師

器尭の口縁部である。１４は砂岩製砥石。１５は鉄津。

以上の他に、SC-54～58出土として取り上げた遺物

には、土師器謡・甑、須恵器が多数見られる。図化で

きたのは１８～20である。１８．１９は須恵器の坪である。

６世紀後半。２０は土師器坪の底部で、10111身紀。SP-310

からも同時期の土師器坪が出土しており、SC-54～５８

埋土中には同様の柱穴が存在していたと考えられる。

８
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SＰ－１２７

ＳＰ－１０８

１暗灰黄色（2.5Ｙ５/2）シルト。下部を中心に明黄褐色（lO
YR7/6）シルトの丸いブロックが多く混じる。
２暗灰黄色（2.5Ｙ５/2）シルト。明黄褐色（lOYR7/6）シル
トのブロックが多く混じる。やや粘性が強い。

３浅黄色（2.5Ｙ７/4）シルト。

４暗灰董色（2.5Ｙ５/2）シルト。ｌ～３層に比べて明黄褐色
（lOYR7/6）シルトブロックの割合は少ない。

SP-109黒褐色（2.5Ｙ３/2）シルト。明黄褐色（lOYR7/6）
のブロックが多く混じる。

SP-122黒褐色（lOYR2/2）シルト。明黄褐色（lOYR6/6）シ
ルトがブロック状に混じる。

SP-123黒褐色（lOYR2/2）シルト。にぶい黄燈色(l0YR6/3）
シルトおよび明黄褐色シルト（l0YR7/6）の丸いブ
ロックが多く混じる。

SP-124黒褐色(lOYR2/2）シルト。にぶい黄橿色(l0YR7/3）
シルトのレンズ状ブロックが多く混じる。

SP-129黒褐色（lOYR2/2）シルト。明黄褐色（lOYR6/6）シ
ルト、にぶい黄横色（lOYR7/3）シルトの丸いブロッ

クが多く混じる。

SC-131黒褐色（lOYR2/2）シルト。にぶい黄桧色（lOYR7／

３)シルト、浅黄燈色（lOYR8/3）砂質土、明黄褐色
（lOYR7/6）シルトのブロックが多く混じる。しま
りあり。

SP-133黒褐色（lOYR2/2）シルト。にぶい黄燈色（10YR7/3）

シルトの丸いブロックが混じる。
ＳＰ－１３５

１黒褐色（lOYR2/2）シルト。明黄褐色（lOYR7/6）シルト
の２～３１１１mの丸いブロックが多く混じる。

２黒褐色（lOYR2/2）シルト。明黄褐色（lOYR7/6）シルト

の２～３mmの丸いブロックが多く混じる。ｌ層に比べて明

黄褐色（lOYR7/6）シルトのブロックの割合が多い。
３黒褐色（lOYR2/2）シルト。黄色（2.5Ｙ８/8）シルトの３

～４mmの丸いブロックが混じる。

SP-137黒褐色(lOYR2/2）シルト、にぶい黄榎色(lOYR7/3）

砂質土、浅黄燈色（lOYR8/3）砂質士の丸いブロッ
クが多く混じる。

SP-138黒褐色（lOYR2/2）シルト、にぶい黄燈色(l0YR7/3）
粘質シルト。

SP-139黒褐色（lOYR2/2）シルト。明黄褐色（10YR7/6）シ

ルトのブロックが多く混じる。

SP-140黒褐色（lOYR2/2）シルト。にぶい黄燈色（l0YR7/3）
シルトのレンズ状ブロックが多く混じる。

ＳＰ－１４２

１黒褐色（lOYR2/2）シルト。にぶい黄燈色（lOYR7/3）シ
ルトおよび明黄褐色（lOYR7/6）シルトの丸いブロック、

炭化物が多く混じる。

２黒褐色（lOYR2/2）シルト。明黄褐色（lOYR7/6）シルト
の丸いブロックが混じる。

３黒褐色（l0YR2/2）シルト。にぶい黄燈色（l0YR7/3）シ
ルトの大型ブロックが多く混じる。炭化物あり。

SP-144黒褐色(l0YR2/2）シルト。にぶい黄橿色(l0YR7/3）
シルトの丸いブロックが少量混じる。

ＳＰ－１４６

１黒褐色（l0YR2/2）シルト。にぶい黄燈色（10YR7/3）シ
ルト、浅黄橿色（lOYR7/3）砂質土、明黄褐色（10YR7/6）
シルトの丸いブロックが多く混じる。

２黒褐色（l0YR2/2）シルト。にぶい黄樟色（lOYR7/3）シ
ルトのレンズ状ブロックが多く混じる。

SP-159黒褐色(lOYR2/2）シルト。にぶい黄燈色(l0YR7/3）
シルトの丸いブロックが混じる。

SP-162暗灰黄色（2.5Ｙ４/2）シルト。
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（遺構名「SP-」一部省略）
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Ｖ桑原西稲葉遺跡３～５次調査Ｉ"

（Z）SK-59（凶133）

SC-54に切られる土壌。形状不明で、出土遺物もな

い。切り合い関係から７．世紀前葉以前。

③SC-61（図136、図版39-2）

調査段階では、埋土と底面のレベルの違いから、SX

-62とは別遺構と認識した。ただし、一連の遺構と考

えると、南北約5.2ｍを測る竪穴式住居となり、方形

を呈する。図化できないが、理土中から土師器片が数

点出土している。

⑨SX-62（図136）

SC-61と一連の遺構の可能性がある。遺構底面近く

のみの残存状況で、平面プランは不明。埋土中から土

師器・須恵器が数点出土している。２１は須恵器の喪の

胴部片である。外面にはカキメ調整、内面には青海波

文が施される。

⑩SC-365（図１３６．１５０）

調査区両壁に沿ってSP-64を検出した。柱間等の検

討から、５次調査SP-10と対応して、竪穴式住居（SC

-365）の主柱穴となる可能性が考えられる。竪穴式

住居の平面プランは不明である。

⑪柱穴。小穴

SP-66は、柱痕も確認されており、竪穴式住居の主

柱穴もしくは掘立柱建物の柱穴の可能性が高い（図版

39-3)。２２はSP-66出土で、土師器莞の口縁部である。

SP-68からは、図化できないが土師器片が１点出土し

ている｡SP-74は､SC-61床面で検出した(図版39-4)。

SP-310は調査区東壁面で検出(図135)。径約１４cmで、

SC-57を切る。埋土は、SC-57埋土に比べて粘性が高

い。２３がSP-310出土。土師器坪の底部で、立ち上が

りに指頭圧痕が顕著で体部は内湾する。１０世紀。

以上、SC-54からは６世紀中頃～７世紀初頭の遺物

が多数見られるが、最新相の遺物（７．９）から、SC

-54は７世紀前葉に位置づけられる。

④SC-55（図135）

SC-57を切り、SC-54に切られる。調査区の一部に、

遺構の北東端が約80cm見られるのみで、遺構の平面プ

ランは不明である。調査区西壁土層の観察では、遺構

の北側立ち上がり近くで周溝状に小さく落ち込み、底

面が水平面を形成していることから、竪穴式住居の可

能性が高い。埋土中出土の遺物は、先に掲げた１８～２０

の他に土師器片が１点あるのみである。６世紀末～７

世紀前葉に位置づけられる。

⑤SC-57（図135）

SC-58を切り、ＳＣ－５５・SP-56に切られる。SP-375

（図版38-6）もしくはSP-376.377が主柱穴と考えら

れる。SC-54同様に床面下には周溝状の落ち込みが巡

る｡西壁土屑では､北側の遺構の立ち上がりに沿って、

周壁溝が認められる。

SC-57出土遺物からは２点が図化できた。１６は須恵

器蓋の天井部である。１７はSP-56出土Ｒ１とSC-57出

土Ｒ２が接合した須恵器坪の完形品である（図版38-

3)。底部外面Iこへラ記号が刻まれる。これらからSC-

57は６世紀末～７世紀前葉に位置づけられる。

⑥SC-58（図135）

SC-57に切られる。南北方向にわずか50cmほど確認

したのみだが竪穴式住居と考えられる。西壁土層の観

察から住居の壁に沿って周壁溝が伴う。床而は南側の

SC-57より一段高い。出土遺物は、先に掲げた１８～２０

のみである。６世紀末～７世紀前葉以前に位置づけら

れる。

刀 画〆
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図１４０４次調査Ⅲ区出土遺物実測図（縮尺１／４）
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土は、Ⅳ層ブロックを含む黒褐色シルト。出土遺物は

ない。

③SA-351（図138）

いずれも径１０cm程の、SP-ll１．１１２．１１６からなる

柵列。柱補強の埋土もなく杭を打ち込んだだけの簡素

な構造。埋土は黒褐色シルト。

④SA-352（図138）

径10cm程の、ＳP－１０７．１１３．１１７．１１９・’20からなる

柵列。埋土は黒褐色シルト。

⑤SA-353（図138）

径１０cm程の、SP-l62・’２２．１２９．１３３．１３７．１３８．

１４４．１５９が、調査区西壁に沿って約４ｍにわたって見

られる。埋土は黒褐色シルトが主体。

⑥SB-361、SC-362、SC-363（図150）

５次調査SP-l5を軸に複数の復原案が提示できる。

まず、４次調査SP-127,5次調査SP－６．１５の組み

合わせを想定したのが、掘立柱建物SB-361o4次調

、
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(3)Ⅲ区（図１３８．１３９）

Ⅲ区はⅣ区とＶ区が分岐する間の南北約１３ｍ。Ⅱ区

のSC-61の北にほぼ隣接してSC-l31がある。SC-l31

周辺の柱穴には、竪穴式住居の主柱穴や掘立柱建物の

柱穴の可能性が想定される場合が多く、複数の復元案

が提示できる｡また､柵列１基(SA-353)が想定できる。

SC-l31より北は、土壌１基(SK-lO3）と柱穴･小穴を

若干確認しており、その中には２基の柵列（SＡ-351.

352）が想定できる。出土遺物はやや少ない（図140)。

①SC-131（図138、図版40-1）

SC-61の北に、わずかの地山面を挟んでSC-l31が

ある。北西一南東に主軸をふる竪穴式住居で、隅丸方

形となるものと思われる。規模は不明。出土遺物もな

い。

②ＳＫ－１０３（図138）

西壁際、南側を撹乱に切られているが、本来は幅約

50ｃｍ・長120cm程の長楕円形の土壌と推定される。埋



査SP-136と５次訓査SP-l5を主柱穴とする竪穴式住

居としたのがSC-362o4次調査SP-l35と５次調査SP

-l5を主柱穴とする竪穴式住居とするのがSC-363であ

る。いずれの場合も、５次調査出土遺物から６世紀前

葉以降に位置づけられる。

⑦SC-364（図150）

SP-１２３．１３９を主柱穴とすると想定した竪穴式住勝

である。１．２がSP-123出土。ｌは須恵器高杯の脚

裾部。２は土師器の斐口縁部で、直立気味に立ち上が

る。SP-139からは土師器斐胴部片が出土◎６世紀後

半以降の年代が与えられる。

③柱穴。小穴

以上の他にも、SP-l42（図版40-2)、１３５（図版40-

3)、１０８．１０９（図版40-5）等、しっかりした柱穴が

幾つかある。柱穴・小穴出土遺物で図化できたのは７

点。３～６はSP-l29出土。３は須恵器の蓋。４は須

恵器の坪。５は須恵器の高坪脚部で、脚柱部に沈線１

条が施される。６は土師器鉢の口縁部で、口縁先端で

外方に屈曲する。６世紀末～７世紀初頭と考えられ

る。７はSP-136出土の須恵器莞の服部片。外面はタ

タキ後､横方向のカキメ、内面に青海波文が施される。

他に土師器尭片も出土している。８．９はSP-l46出

土。９は須恵器の坪身である。６枇紀後半～末。さら

にSP-l46からは土師器片が少量出土。図化していな

いが、SP-141・’42では土師器謡片と甑片が出土して

いる。

(4)Ⅳ区（図122.136、図版39-5）

Ⅳ区は２号棟北に位置する。当初調査区を設定して

いた６ｍほどの範囲では、柱穴．小穴をわずかに検出

したのみで、遺物も出土していない。それ以東は、供

用中の管路があり調査対象外としていたが、５次調査

の際に、排水管敷設業者から掘削に伴って遺跡が発見

されたとの通報を受け、溝１条（SD-286）を検出し、

遺物も出土した（図141、図版43-5～44-1)。

①SD-286（図122）

Ⅱ。Ⅲ区から約20ｍ東の地点、標高約38.40ｍで検

出した。幅約4.5ｍの落ち込みで溝状を呈するものと

推測し、SD-286とした。若干南西一北東にふるらし

く、３次調査SＤ-21,4次調査SD-41に続く溝の可能

性が高い。およそ遺構の上面５～10cmほどの掘削範囲

内のみを調査したが、遺物は比較的多い。

出土遺物から図化したのは１１点。ｌ～５は須恵器の

Ｖ桑原西稲葉遺跡３～５次訓盗

蓋。３の口縁端部外面には刻甘が見られる。６．７は

須恵器の坪。８は須恵器の壷もしくは蕊の底部で、丸

底であったものが自重で平底化している。９は土師器

高坪の杯底部で、脚部は巾実。１０は壷の頚部で外面に

縦方向のハケメ、内面にケズリが施される。１１は扇平

な砂岩の上面と側面を砥而として利用しており、上面

には敵打痕が残る。SD-286出土遺物は、６世紀後半

前後で、３次調査SD-211､~層出土遺物、４次調査Ｉ区

SD-41下層出土遺物にほぼ一致する。

②柱穴。小穴

SP-76(図版39-6)は調査区南壁に沿って検出した。

土層から建物に伴う可能性が高い。また､ＳP－７８．８１．

８２は、等間隔ではないものの直線的に並んでおり、柵

列になる可能性も考えられる。

(5)Ｖ区（似'１３９．１４２）

Ｖ凶は１号棟南の約１０ｍの間。この地点も本来の計

ｍでは調査対象から外していたが、Ｉ区同様に、遺構

の残存が確認されたため、急送調査対象とした。Ⅱ層

直下、西端で深さ40cm，東端で深さ55clnで遺構を検出

した。Ⅲ区北部同様に、西半は遺構がまばらで、東半

も柱穴・小穴がほとんどで、他にSD-l81とＳＫ－ｌ８９が

あるのみ。ｆＨ土遺物も少ない（図143)。

①SD-181（図142）

幅１ｍ程の落ち込み。深さは１０cm程度で、２号棟の

南北で検出したSＤ－１．４１．２８６に直接は連ならない

と考えられる。埋土はオリーブ褐色のシルトを主体と

する。

②ＳＫ－１８９（図142）

SD-l81の西側、SP-l88に切られ、北は調査Ⅸ外へ

延びる土壌。1幅約60cmのみの検出だが、浅い皿状と推

定される。埋土は黒褐色～オリーブ褐色のシルト。出

士遺物はない。

③柱穴。小穴

SP-l68（図版40-6）は掘立柱建物等の柱穴の可能

性が高いが、対応する柱穴が不明。SP-188はSD-l81

の東に位置する柱穴。土師器片とｌの須恵器杯底部片

が出土している。その他にSP-l90でも土師器の細片

が出ｔしている。

（６）Ⅵ区（図144.146、図版40-4）

Ⅵ区はＶ区の分岐以北、Ⅶ区への屈曲以南の約13ｍ

の区間。アスファルト面から約45cmほどの深さで遺構
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SＰ－１８８

１黒褐色（lOYR3/2）シルト。明黄褐色（lOYR6/6）シルト
の微細粒を含む。しまりあり。

２黄褐色（2.5Ｙ５/6）シルトのブロック。

３黒褐色（lOYR2/2）シルト。ｌ層に比べ明黄褐色（lOYR6
／6）シルトの微細粒が少量混じる。
４黄褐色（2.5Ｙ５/4）シルト。黒褐色（lOYR3/2）シルトが
ラミナ状に混じる。

５黒色（l0YR2/l）シルト。わずかに明黄褐色（lOYR6/6）
土のブロックが混じる。

６褐色（lOYR4/4）シルト。黒褐色（lOYR3/2）シルトがわ
ずかに混じる。

７暗褐色（lOYR3/3）シルト。明黄褐色（lOYR6/6）シルト
の５mmの細粒が多く混じる。しまりあり。
８暗褐色（l0YR3/3）シルト。明黄褐色（lOYR6/6）土シル

トの細粒が多く混じる。しまりあり。
９黒褐色（lOYR3/2）シルト。明黄褐色（lOYR6/6）土シル
トの細粒が少量混じる。

１０黒褐色（lOYR3/2）シルト。明黄褐色（l0YR6/6）土シル

トの細粒が少量混じる。粘性あり。

SP-200黒褐色（lOYR2/2）シルト。砂牒、明黄褐色（lOYR6

／6）シルトの細粒が多く混じる。しまりあり。
ＳＫ－１８９

１黒褐色（l0YR2/2）シルト。砂篠、明黄褐色（lOYR6/6）
シルトの細粒が混じる。しまりあり。

２オリーブ褐色（2.5Ｙ４/3）シルト。明黄褐色（l0YR6/6）

シルト中にわずかに黒褐色（7.5YR3/2）シルトが混じる。
ＳＤ－１８１

１暗褐色（lOYR3/4）シルト。粘性あり。

２暗褐色（l0YR3/4）砂質シルト。しまり弱い。

３黒褐色（10YR2/2）シルト。砂喋、明黄褐色（lOYR6/6）
シルトの細粒が混じる。ややしまりあり。

４オリーブ褐色（2.5Ｙ４/3）シルト。黒褐色（7.5YR3/2）
シルト、明黄褐色（lOYR6/6）シルトが斑状に混じる。し
まり弱い。

図１４２４次調査Ｖ区実測図（縮尺１／40）
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ＳＣ－２０４

１黒褐色（7.5YR2/2）シルト。にぶい黄橿色（lOYR7/2）
シルトの丸いブロックが少量混じる。造成土に比べブロッ
クの割合少ない。

２黒褐色（7.5YR2/2）シルト。にぶい黄燈色（lOYR7/3）
シルトの丸いブロックが少量混じる。

３黒褐色（7.5YR2/2）シルト。明黄褐色（lOYR7/6）シル
トとにぶい黄燈色（10YR7/3）シルトがブロック状に混じ
る。

４黒褐色（7.5YR2/2）シルト。明黄褐色（lOYR7/6）シル
トと黄橿色（10YR8/6）シルトの丸いブロックが多く混じ
る。

ＳＰ－２０７

１黒褐色（l0YR2/2）シルト。明黄褐色（l0YR7/6）シルト
の丸いブロックが少量混じる。

２黒褐色（10YR2/2）シルト。明黄褐色（10YR7/6）シルト
の丸いブロックが多く混じる。
３黒褐色（7.5YR2/2）シルト。明黄褐色シルトのブロック
が多く混じる。

４黒褐色（7.5YR2/2）シルト。明黄褐色シルトのブロック
が混じる。

SＰ－２０８

１黒褐色（lOYR2/2）シルト。ｌ～2111mの明黄褐色（10YR7
／6）シルトの丸いブロックが少量混じる。

２灰黄褐色(l0YR4/2)シルト。１～２mmの明黄褐色（lOYR7
／6）シルトの丸いブロックが少量混じる。

SP-271

１黒褐色（l0YR2/2）シルト。

２黒褐色（l0YR2/2）シルト。ｌ～２mmの明黄褐色（l0YR7
／6）シルトの丸いブロックが少量混じる。

３黒褐色（10YR2/2）シルト。１～２mmの明黄褐色（l0YR7
／6）シルトの丸いブロックが多く混じる。
４黒褐色（l0YR2/2）シルト。やや粘性が強い。
SK-272黒褐色（10YR2/2）シルト。
SP-209灰黄褐色(lOYR4/2)シルト。ｌ～２mmの明黄褐色（l0

YR7/6）シルトの丸いブロックが多く混じる。
ＳＰ=210

１黒褐色（10YR2/2）シルト。明黄褐色（lOYR7/6）シルト

の丸いブロックが多く混じる。
２黒褐色（lOYR2/2）シルト。明黄褐色（lOYR7/6）シルト
の丸いブロックが多く混じる。

SP-167黒褐色（l0YR3/2）シルト。明黄褐色（l0YR7/6）シ
ルトの小ブロックが混じる。しまりあり。

図１４４４次調査Ⅵ区実測図（縮尺１／40）
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図１４６４次調査Ⅵ区。Ⅶ区実測図（縮尺１／40）（遺構名「SP-」一部省略）
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暗褐色（lOYR3/3）シルト。
ＳＰ－２１７

暗褐色（lOYR3/3）シルト。明黄褐色（l0YR7/6）シルトの
丸いブロックが多く混じる。
ＳＰ－２３７．２４３．２４４。２５５．２５７

暗褐色（lOYR3/3）シルト。明黄褐色（lOYR7/6）シルトの
丸いブロックが少量混じる。
SＰ－２６１

１黒褐色（lOYR2/2）シルト。

２黒褐色（lOYR2/2）シルト。明黄褐色（lOYR7/6）シルト
の丸いブロックが多く混じる。

SP-268黒褐色（l0YR2/2）シルト。明黄褐色（2.5Y7/6）シ
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(1)明黄褐色（2.5Ｙ６/6）シルト。わずかに黒褐色（l0YR2/2）
シルトが混じる。Ⅳ層反転部。

(2)黒褐色（2.5Ｙ３/2）シルト。（１）(3)層中に点在。粘性あり。

Ⅳ層反転時にまきこまれたⅢ層。

(3)明黄褐色（2.5Ｙ６/6）シルト。(1)層に比べて黒褐色（2.5
Ｙ３/2）シルトはほとんど含まない。Ⅳ層反転部。

(4)黒褐色（2.5Ｙ３/2）シルト。Ⅳ層シルトの小ブロック、黒

褐色（lOYR2/2）シルトのブロックが混じる。粘性あり。
Ⅲ層反転部（SC-270床造成土の一部か)。

(5)暗オリーブ褐色（2.5Ｙ３/3）シルト。(4)層に比べ、ⅣI稗シ

ルトが多く混じる。しまりあり。Ⅲ層反転部。Ⅳ屑をかな
り取り込む。

(6)にぶい黄色（2.5Ｙ６/4）シルト。やや汚れが見られる。わ
ずかに黒褐色（2.5Ｙ３/2）シルトの小ブロック混在。

倒木による層序の乱れ

＝,

マ
ー
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図147土層注記
SP-269暗オリーブ褐色（2.5Ｙ３/3）シルト。粘性あり。
Ⅱ－４にぶい黄褐色（lOYR4/3）シルト。
SC-270

１黒褐色（7.5YR2/2）シルト。砂喋、明黄褐色（10YR6/6）
シルトの細片が多く混じる。しまりあり。床造成土。
２黒褐色（l0YR2/2）シルト。ｌ層に比べ、やや粘性あり。
３黄褐色（10YR5/6）シルト。黒褐色（l0YR2/2）シルトが
ラミナ状に混じる。

４にぶい黄褐色（lOYR4/3）シルト。３層に比べ、黒褐色（l0
YR2/2）シルトの割合多い。

ＳＰ－２７５

１黒褐色（10YR2/2）シルト。明黄褐色（l0YR6/6）シルト
の細粒がわずかに混じる。
２黒褐色（l0YR2/2）シルト。オリーブ褐色（2.5Ｙ４/4）シ
ルトがブロック状に混在。しまり弱い。

SP-276黒褐色（7.5YR2/2）シルト。明黄褐色（l0YR6/6）
シルトの細粒が若干混じる。

ＳＤ－２７３

１黒褐色（5YR3/l）シルト。しまり弱い。
２黒褐色（7.5YR2/2）シルト。明黄褐色（l0YR6/6）シル
トの小ブロックが混じる。しまりあり。
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図148土層注記
北壁土層
SＣ－２８３

１暗褐色（lOYR3/3）シルト。明黄褐色（2.5Ｙ７/6）砂質土
の丸いブロックが少量混じる。

２暗褐色（lOYR3/3）シルト。明黄褐色（2.5Ｙ７/6）砂質土
のブロックが少量混じる。SC-284埋土に比べてブロック

の割合は多い。
３暗褐色（10YR3/3）シルト。明黄褐色（2.5Ｙ７/6）砂質土
のブロックが上層ほど多く混じる。

４暗褐色（10YR3/3）シルト。明黄褐色（2.5Ｙ７/6）砂質土
のレンズ状ブロックが多く混じる。
５明黄褐色（2.5Ｙ７/6）砂質土。

６暗褐色（10YR3/3）シルト。明黄褐色（2.5Ｙ７/6）砂質土
のレンズ状ブロックが多く混じる。粒状の焼土が多量に混
じる。

７暗褐色砂質土。明黄褐色（2.5Ｙ７/6）砂質土のレンズ状ブ

ロックが多く混じる。
SC-284

１暗褐色（10YR3/3）シルト。２～３cmの明黄褐色（2.5Ｙ７
／6）砂質土のブロックが極少量混じる。
２暗褐色（lOYR3/3）シルト。明黄褐色（2.5Ｙ７/6）砂質土
の丸いレンズ状ブロックが多く混じる。

SＣ－２８５

１暗褐色（10YR3/3）シルト。明黄褐色（2.5Ｙ７/6）砂質土
の丸いブロックが斑状に混じる。少量の焼土が混じる。
２暗褐色（lOYR3/3）シルト。明黄褐色（2.5Ｙ７/6）砂質土
の丸いブロックが多く混じる。
３暗褐色（lOYR3/3）シルト。明黄褐色（2.5Ｙ７/6）砂質土
のレンズ状ブロックが暗褐色シルトより多く混じる。しま
り強い。

４暗褐色（10YR3/3）シルト。明黄褐色（2.5Ｙ７/6）砂質土
のレンズ状ブロックが多く混じる。ブロックは５mm～５ｃｍ
と多様。しまり強い。焼土が少量混じる。

５暗褐色（l0YR3/3）シルト。明黄褐色（2.5Ｙ７/6）砂質土
の１cm程のブロックが混じる。

６暗褐色（10YR3/3）シルト。明黄褐色（2.5Ｙ７/6）砂質土
のレンズ状ブロック、焼土が少量混じる。

７暗褐色（lOYR3/3）シルト。明黄褐色（2.5Ｙ７/6）砂質土
のレンズ状ブロックが多く混じる。
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図148±層注記
南壁土層
ＳＣ－２８３

１暗褐色（10YR3/3）シルト。

２暗褐色（10YR3/3）シルト。明黄褐色（2.5Ｙ７/6）砂質土
のレンズ状ブロックが多く混じる。しまりあり。

ＳＣ－２８５

１暗褐色（lOYR3/3）シルト。明黄褐色（2.5Ｙ７/6）砂質士
の丸いブロックがまばらに混じる。

２暗褐色（lOYR3/3）シルト。明黄褐色（2.5Ｙ７/6）砂質士
の丸いブロックが少量混じる。

３暗褐色（lOYR3/3）シルト。明黄褐色（2.5Ｙ７/6）砂質土
の丸いブロックが多く混じる。

４暗褐色（10YR3/3）シルト。明黄褐色（2.5Ｙ７/6）砂質土
のブロックが少量混じる。

５暗褐色（lOYR3/3）シルト。明黄褐色（2.5Ｙ７/6）砂質土
の丸いブロックが混じる。

６暗褐色（l0YR3/3）シルト。明黄褐色（2.5Ｙ７/6）砂質土
のレンズ状ブロックが多く混じる。しまり強い。焼土が少
量混じる。

ＳＰ－３７９

１暗褐色（lOYR3/3）シルト。

２暗褐色（lOYR3/3）シルト。明黄褐色（2.5Ｙ７/6）砂質土
のレンズ状ブロックが混じる。しまりあり。
３暗褐色（l0YR3/3）シルト。明黄褐色（2.5Ｙ７/6）砂質土
のレンズ状ブロックが混じる。しまりあり。２層に比べて
ブロックの割合多い。

４明黄褐色（2.5Ｙ７/6）砂質土。暗褐色（10YR3/3）シルト
が少量混じる。

５暗褐色（l0YR3/3）シルト。明黄褐色（10YR3/3）砂質土
の丸いブロックが少量混じる。ブロックの割合は比較的少
ない。

SP-380暗褐色（lOYR3/3）シルト。明黄褐色（lOYR3/3）砂
質土の丸いブロックが少量混じる。

SP-381

１暗褐色（l0YR3/3）シルト。明黄褐色（10YR3/3）砂質土
のレンズ状ブロックが混じる。

２暗褐色（l0YR3/3）シルト。明黄褐色（10YR3/3）砂質土
のブロックが多く混じる。

３明黄褐色（10YR3/3）砂質土。
４明黄褐色（10YR3/3）砂質土。少量の暗褐色（lOYR3/3）
シルトが混じる。

５暗褐色（10YR3/3）シルト。明黄褐色（10YR3/3）砂質土
の２～３cmの丸いブロックが多く混じる。

６暗褐色（l0YR3/3）シルト。明黄褐色（l0YR3/3）砂質土
のブロックが少量混じる。

７暗褐色（l0YR3/3）シルト。明黄褐色（lOYR3/3）砂質土
の小さなレンズ状ブロックが多く混じる。
８明黄褐色（lOYR3/3）砂質土。暗褐色（10YR3/3）シルト
が少量混じる。

９暗褐色（10YR3/3）シルト。
１０暗褐色（l0YR3/3）シルト◎明黄褐色（lOYR3/3）砂質土
のレンズ状ブロックが混じる。

１１明黄褐色（l0YR3/3）砂質土。暗褐色（lOYR3/3）シルト
が少量混じる。

１２暗褐色（l0YR3/3）シルト。明黄褐色（lOYR3/3）砂質土
のレンズ状ブロックが混じる。

る。埋土出土遺物から２点が図化できた。ｌは土師器

高坪。２は花商岩製敵石。その他に土師器の尭片が出

土しており、古墳時代中・後期の竪穴式住居と考えら

れる。

②SC-368（図144）

ＳP-210.271が主柱穴を構成すると考えられる竪穴

式住居である。SP-210は調査区西壁際で、SP-271は

西壁土層断面で検出している。SC-204を切る。SP-

210からは土師器蕊片が１点出土し、古墳時代後期の

Ｖ桑原西稲葉遺跡３～５次調査Ｚ8７
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を検出した。南半分は、一辺４ｍを越える方形の竪穴

式住居SC-204があり、北半には柱穴が密集する。ある

いは､住居跡の床面が削平されているのかもしれない。

なお、出土遺物は少ない（図145、図版44-2)。

①ＳＣ－２０４（図144）

主軸を西北西一東南東にふる一辺４ｍを越える方形

の竪穴式住居と考えられる。埋土の残りはよくない

が、床面は標高38.40ｍ前後に想定できる。主柱穴は

調査区外に存在すると考えられる。SC-368に切られ
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可能性が高い。

③SK-205（図144）

SC-204南側を切る、幅約20cmの溝状土壊。埋土は

黒褐色シルトで、深さ約１５cm･出土遺物はない。

④SK-272（図144）

調査区西壁で、Ⅱ層下・SC-204埋土上に、別単位

の遺構埋土を確認し、SK-272とした。長さ約１ｍ・

厚さ約10cm・平面的広がりは不明。

⑤SK-216（図146）

埋土は暗褐色シルト。幅50～80cmを測るが、平面プ

ランは不明。

⑥柱穴。小穴

南半分では調査区西壁に沿ってSC-204の埋土を切

り込む柱穴群が見られる。北半分では大小の柱穴が密

集し、SP-261のように柱痕が見られる柱穴もある。

出土遺物がないことから時期は不明。

(7)Ⅶ区（図146～148、図版41）

Ⅶ区は１号棟北の約30ｍの区間。やはりⅡ層直下で

遺構は検出されるが、西端ではアスファルト舗装面か

ら50cm、東端では30cmの深さと、旧地形がかなり東に

高かったことが窺える。西半は遺構がきわめてまばら

で、柱穴が数基あるのみ。Ⅵ区から東に１０ｍ前後の地

点は、住居跡の削平痕跡と判断した（SC-270)。この

東に溝１条（SD-273）があり、再び遺構は柱穴が数

基のみとまばらになる。ただし、Ⅶ区東端約7.5ｍは、

竪穴式住居（SC-283～285）が重複し、遺物も出土し

た（図149、図版44-3)。

①SC-270（図147、図版41-2）

不規則な凹凸が見られ、その範囲の西側が直線的に

画されることから、方形の竪穴式住居のほとんどが削

平されてしまった痕跡と判断して、SC-270とした。

規模などは不明。出土遺物もない。

②SD-273（図147、図版41-3）

SC-270の東、幅約１ｍ・深さ約50cmの溝状の落ち

込みである。埋土は１枚で、均質な黒褐色シルト。粘

性が高く、しまりは弱い。遣物もほとんど含まず、流

水の痕跡も認められないことから、２号棟南北のSD-

１．４１．２８６とも、１号棟南のSD-l81とも異なる。

③ＳＣ－２８３ｏ２８４ｏ２８５（図122.148、図版41-4）

SD-273の西側３ｍほどは柱穴が数基あるのみだ

が、それ以東の約7.5ｍの範囲は、竪穴式住居が複雑

に重複する。平面で識別できなかったが、土層の観察

では異なる３基の竪穴式住居（SC－２８３．２８４．２８５）

の存在を確認した。あるいはこれ以上の重なりがある

のかもしれない。SC-283は一辺約4.7ｍの方形竪穴式

住居。SC-284に切られる。床面は標高38.50ｍ強。SC

-284は検出幅わずか約１ｍで、竪穴式住居の隅部の

検出と考えられる。床面は標高38.50ｍ弱。SC-285は

一辺３ｍ以上の方形竪穴式住居｡住居の西側をSC-283

に切られ､不明な点が多い｡床面は標高38.55ｍ付近。

SP-３７９．３８０（図版41-5）に主柱穴の可能性が考えら

れる。

遺物はSC－２８３．２８４．２８５で取り上げており、１３点

を図化した。１．２は須恵器の蓋、３．４は須恵器の

坪。３は内傾する短い口縁をもち、口縁先端を欠損。

４は底部から立ち上がりにかけての屈曲がやや強い。

５は須恵器の横瓶。外面はタタキ後カキメ、内面に縦

方向のナデが施される。６は須恵器の壷の肩部片で、

外面はタタキ後に横方向のカキメ、内面には摩滅して

いるが青海波文の痕跡がわずかに残る。７～11は土師

器尭。７．８は口縁部が緩やかに外反する。９は口縁

部が内湾し、屈曲部外面に強い横ナデが施される。１０

は胴がわずかに張り、口縁部が外傾し、口縁端面はや

や凹む。１１は口縁が直立気味に立ち上がる。１２．１３は

土師質の甑である。１２はやや外傾する口縁部である。

13は底部片で、径１１mmの円孔が３孔確認できる。

９のように古相を示すものも含まれるが、出土遺物

の大半は、６世紀後半～７世紀初頭に位置づけられ

る。切り合い関係から最新のSC-284は、当該期に埋

没したと考えられる。

④柱穴。小穴他

Ⅶ区では、柱穴はまばらにしか存在しない。SP-275

とSP-276は埋土の特徴等に共通点が見られることか

ら柵列の可能性も考えられる。出土遺物は、SP-268

で土師器片が出土するのみで、時期については不明。

なお、人工的な遺構ではないが、SC-270の東側に、

倒木によると推定される層序の乱れがある（図147)。

(8)小結

４次調査では、竪穴式住居や掘立柱建物などの、明

らかな居住遺構を多数検出することができた。ほとん

どが６世紀から７世紀初頭の遺構であり、先の３次調

査で明らかになった溝の北西側に、古墳時代後期の集

落が展開していたことになる。なお、１０世紀代に下る

遺構・遺物の出土もある。



皿 ５次調査

５次調査は、４次調査区Ⅱ.Ⅲ区の西側に隣接する

南北長約37ｍ、幅0.7ｍの調査区である。調査が急を

要した立会形式であったことと、先の調査の基準点設

置個所に今回の調査区が設定されたことによって、正

確な遺構の対応を期し難いことを、まず述べておかな

くてはならない。

（１）検出遺構（図150）

北側の４次調査Ⅲ区西側では、柱穴・小穴を数基検

出したにとどまる。ＳＰ－６は柱間等の検討から、４次

調査SP-l27、５次調査SP-15とともに、掘立柱建物SB

-361を構成すると考えられる。ＳＰ－９は４次調査SP-

l23と同一遺構。Ｘ＝22以南では、竪穴式住居跡SC-

８を検出した。４次調査SC-l31にあたる。調査区東

壁に沿って焼土および白色粘土塊が見られたが、ＳＣ－

８の中央部に位置することから、別遺構に伴う可能性

が考えられる。

４次調査Ⅱ区の西側では、最北部の４次調査SC-

61・SX-62に対応する遺構は、残存状況不良で、明確

には検出できなかった。北側で北東一南西方向の掘方

のラインを確認し、SC-l4としたものの、４次調査SC

-61・SX-62と一連の竪穴式住居と考えるには、形状

が歪である。SC-l4内で検出したSP-lOは、４次調査

SP-64と対応して竪穴式住居SC-365の主柱穴を構成

すると考えられる。

Ｘ＝32あたりでは、４次調査SC－５７．５８にそれぞれ

対応して、SC-l6・’7を検出した。ところが、この南

の４次調査SC-55については、今回の調査で対応する

遺構を確認できていない。４次調査SC-54について

も、明らかに連続する遺構としては把握できず、該当

する可能性のあるものとして、SC-l9を識別した。た

だし、その北にはSC-18を別に認識しており、４次調

査でSC-54と一括した中に、別単位が存在した可能性

もある。４次調査SC-53についても、SC-21が該当し

そうだが、対応関係が判然としない。４次調査SC-51

にいたっては、該当する遺構自体の存在が見あたらな

い。柱穴などは集中することから、遺構の上面が削平

されている可能性がある。SP-24は４次調査SP-42と

ともに、竪穴式住居SC-367の主柱穴を構成すると考

えられる。

Ｖ桑原西稲葉遺跡３～５次調査ｚ8９

（２）出土遺物（図151、図版４４－４．５）

５次調査出土遺物からは18点を図化できた。１～３

はＳＰ－６出土。ｌは須恵器の蓋で、外面の回転へラケ

ズリが顕著。２は土師器の鉢。３は甑の口縁部片で、

口縁部に向かってやや外傾する。胴部は接合痕が顕著

で、指押さえによって接合痕を消した後、縦方向のハ

ケメが施される。遺物の所見からＳＰ－６は６世紀前葉

以降に位置づけられる。

４．５はSC-14出土。４は磨石。敵打痕がわずかに

残る。５は土師質の杯である。１０世紀代。その他図化

していないが、土師器尭片が見られる。SC-l4に対応

する４次調査SC-61・SX-62では、５～６世紀の土師

器・須恵器があり、５はSC-l4埋土を掘り込む別遺構

に伴う可能性が高い。

６～９はSC-１６．１７出土である。６．７は須恵器の

蓋である。６は焼成不良の蓋。８は須恵器横瓶の胴部

片。外面にはカキメ調整、胴部内面は青海波文が施さ

れ、底部には指押さえが顕著に見られる。９は土師器

喪の口縁部で、内外面に横ナデが施される。６世紀。

その他図化していないが、古墳時代後期の土師器尭

片、須恵器蓋坪が出土している。ＳC－１６．１７に対応す

る４次調査SC－５７．５８では、６世紀後半～７世紀初頭

の遺物が出土しており、ＳC－１６．１７出土遺物に一致す

る。

１０～１７はSC-l7・’８．１９出土。１０は須恵器蓋の天井

部で、外面に回転へラケズリ。１１．１２は須恵器坪で、

ともに先端が欠損。６世紀後葉。１３は壷の底部片で、

底部外面にカキメ調整が施される。１４～１６は土師器喪

の口縁部。１４は口縁部が直線的に外傾し、口縁端部は

やや凹む。１５．１６は口縁部が緩やかに内湾しながら直

立気味に立ち上がる。１７は薄い板状の結晶片岩の剥

片。SC-l7は６世紀末～７世紀前葉の４次調査SC-57

に、SC-l9は７世紀前葉の４次調査SC-54に対応して

おり、５次調査SC-l7・’８．１９出土の６世紀中頃～後

葉の須恵器・土師器は、流れ込みと考える。

ＳＰ－２からは、須恵器・土師器片に混じり、１８の二

次焼成を受けた術の羽口が出土している。残存長8.3

cm、外径7.3cm、孔径2.2cmを測る。胎土にはｌ～３ｍｍ

前後の砂喋を多量に含む。内側はにぶい赤褐色、外面

はにぶい黄褐色～にぶい黄樟色、被熱部分は赤褐色に

変色している。羽口の外表面は劣化しておらず、被熱
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部分が小範囲であることから、鍛冶炉外に取り付けら

れていた羽口の上半部にあたると考えられる注２．４次

調査SC-55埋土中から鉄津が出土していることから、

６世紀末～７世紀前葉に調査区周辺に鍛冶炉が存在し

たと考えられる。

以上の他にＳＰ－３、ＳＰ－１０．１１、SP-24から古墳時

代後期の土師器片が少量出土している。
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４ま

桑原西稲葉遺跡３～５次調査では、古墳時代中・後

期と古代の集落関係の遺構を確認できた。以下では、

３次にわたる調査成果から、北吉井団地内における古

墳時代、古代の集落について検討してまとめとした

いｏ

(1)古墳時代中。後期の溝について

３次にわたる調査で、溝状遺構は少なくとも６条確

認されている。そのうち３次調査SD-21（４次調査SＤ

－１．４１．２８６)、SD-22（３次調査SD-24)、SD-23の

３条は、埋土に縞状の砂篠層の堆積が見られることか

ら水路と考えられる。

出土遺物の検討から、SD-22は５世紀中頃～後葉、

SD-23は６世紀中頃～後葉、SD-21は６世紀末～７世

紀に使用されていたことが想定され、溝は同時併存し

ない。加えて、SD-22は構内に段をもつことや土層断

面から、２回の掘り直しが確認でき、SD-21も底面に

段をもち、土層断面から２回の掘り直しが確認でき

る。以上の状況から、溝は埋没．掘り直しを繰り返し

ながら完全に埋没すると、新たな場所に掘削されたと

考えられる。

さて、水路と考えられる３条の溝は、３次調査Ｉ区

で北側延長が確認できていないことから、北吉井団地

内中央付近で大きく東に方向を転じていることにな

る。４次調査Ｖ区東端や同Ⅶ区東端では、地山である

Ⅳ層上面のレベルが上昇しており、北東方向に旧地形

は高くなっていたことになる。地形分類では低位段丘

面から現世扇状地面との境付近に位置し注３，溝は低位

段丘面の裾付近に掘削されていたものと考えられる。

また、溝を潅慨目的とした場合、水田面は北吉井団地

の東から南に展開していたと想定される。

(2)古墳時代後期の集落について

３～５次調査では、竪穴式住居１３棟前後．掘立柱建

物２棟前後・土壌７基・柱穴多数を確認した。しか

し、調査区は幅約75cm，４．５次調査が隣接する地点

でも幅Ｌ５ｍ程であり、立柱痕が認められる柱穴が多

数あるものの、竪穴式住居や掘立柱建物として復元で

きたものは一部にしかすぎない。こうした点を踏まえ

た上で、４次調査検出遺構を中心に、若干の検討を加

とめ

える。

古墳時代後期の遺構は、４次調査Ⅶ区東端付近でも

密集状況が窺えるが、４次調査Ⅱ．Ⅲ区が最も密度が

高い。出土遺物や遺構の切り合い関係から竪穴式住

居・掘立柱建物を整理すると、調査区内で最も早く営

まれるのは、６世紀前葉～中頃に位置づけられるSC-

51である。その後、６世紀後葉にSC－５８．５３．３６４が、

６世紀末～７世紀初頭にSC－５７．５５が、７世紀前葉に

SC-54が営まれる。団地北端のⅦ区では、６世紀後半

以前にSC-283.285が、６世紀後半～７世紀初頭にSC

-284が営まれる。その他にSC－６１．１３１．２０４．２７０．

３６５．３６８、SB-361（SC-362.363）があるが、出土

遺物や切り合い関係から６世紀代であるものの、詳細

な時期決定は難しい。ただ、住居の時間幅や遺構の密

集度から、団地南西のⅡ．Ⅲ区では、２～３棟の竪穴

式住居が同時併存していた状況が想定される。

ところで、５次調査ＳＰ－２からは輪の羽口片が出土

しており、４次調査SC-55埋土中に、１点ながら鉄津

が出土している。輪の羽口が出土したＳＰ－２付近は、

竪穴式住居が見られず、遺構の密集度がやや低く、周

辺で鍛冶の行われていた可能性が高い。SC-55は６世

紀末～７世紀初頭に営まれていることから、鍛冶炉も

前後する時期に存在したと考えられる。ただし、後世

の削平を受けているとは言え、鉄倖の量は少なく、規

模は大きくない。古墳時代後期には、一般的な集落で

村方鍛冶が定着し始めており、北吉井団地内の６世紀

末～７世紀初頭前後の集落でも、やはり同様な状況に

あったことを示していると言えよう。

(3)古代の集落について

４次調査ではSP-310、SC-54～58埋土中から、５

次調査ではSC-l4（４次調査SC-61・SX-62に対応）

の埋土中から10世紀の土師器坪が各１点出土してい

る。１０世紀の遺物は、上記の３点のみであるが、出土

場所は全て４次調査Ⅱ区北側に集中する。４次調査SP

-310では、確実に柱穴内から出土しており、周辺に

掘立柱建物等が存在していた可能性が考えられる。

また、４次調査Ⅲ区では、杭を打ち込んだ程度の簡

易な柵列を３列（SＡ－３５１．３５２．３５３)確認している。

柱穴内からの出土遺物はないが、SA-353はSC-l31の



埋土を掘り込み、古墳時代後期以降に位置づけられ

る。各々の柵列の方向は同一でないものの、柱間隔は

約50cmで、埋土は黒褐色シルト主体と共通することか

ら、柵列群は近接した時期のものと考えられる。４次

調査SP-310の埋土は、黒褐色シルトで、古墳時代の

遺構埋土と比べて砂喋を含まず、粘性が強く、この特

徴は柵列を構成する柱穴と共通する。３～５次調査で

は、７世紀以降の遺物は１０世紀に限られており、柵列

群が１０世紀代のものである可能性が高い。

北吉井団地周辺では、団地北西に位置する桑原西稲

葉遺跡１次調査で８世紀代の溝が、樽味四反地遺跡で

１０世紀代の溝が確認されているのみで注4、今回の調査

は団地周辺の古代末の集落を知る上での貴重な資料と

言える。

SP一覧

３次調査

Ｉ区：１０基（SP-１．３～１１）

Ⅱ区：３基（SP-25～27）

欠番：ＳＰ－２．１２～2０

４次調査

Ｉ区：４９基（ＳＰ－２～４０．４２～５０．３０１）

Ⅱ区：４５基（SP－５６．６０．６３～７５．３０３～３１０．３３９

～350.369～378）

Ⅲ区：８２基（SP-83～１０２．１０４～125.127～１３０．

１３２．１３３．１３５．１３７～162.312～318）

Ⅳ区：７基（SP-76～82）

Ｖ桑原西稲葉遺跡３～５次調査１％

[注］

ｌ村上恭通専門員に御教示頂いた。

２村上恭通専門員に御教示頂いた。

３鹿島愛彦・高橋治郎１９８０：四国松山平野の環境地質学的

研究(1)､松山平野とその周辺の地質.愛媛大学教養部紀要、

自然科学．９－１

４梅木謙一１９９２：桑原地区の遺跡・松山市文化財調査報告

書２６

Ｖ区：３４基（SP-l68～180.182～188.190～203）

Ⅵ区：６３基（SP-163～167.206～215.217～2６３．

271）

Ⅶ区：３５基（SP-264～269.274～282.319～3２９．

334～338.379～382）

欠番：ＳＰ－１２６．１３４．１３６．２８６～３００．３０２．３１１。

330～333.354～360

5次調査（調査区割は４次調査を準用）

Ⅱ区：１６基（SP-10～１３．１５．２０．２２～31）

Ⅲ区：８基（ＳＰ－１～７．９）
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表５桑原西稲葉遺跡３～５次調査出土遺物観察表

■FE

ULf

１２

１３

1４

１５

1７

１８

１９

2０

2１

型

2５

2６

2８

弧

3２

3３

3５

3７

3９

4０

４１

4２

4４

4５

4６

4７

4s

出土位置

遺椛 層位 地区

SＰｌ ３．１

SP9 ３．１

SＰ１ ３．１

SP４ ３・了

SP6 ３.Ｚ

Ⅲ聯 ３.二

出土位置

世備 層位 地区

ＳＤ２１ 中層 ３．Ⅱ

ＳＤ２］ 中届 ３．１１

ＳＤ２１ 叩層 ３．１１

ＳＤ２１ 'i:１Ｗ

ＳＤ２１ 1,1掴 ３.’二

ＳＤ２二 118層 ３．Ⅱ

SＤ２１ :i］胴 ３．Ⅱ

SＤ２１ や届

Ｒｎ２１ 中層 ３．Ⅱ

ＳＤ２１ 中層 ３．Ⅱ

ＳＤ２皇 |]層 ３．１１

ＳＤ２１ １１ｺ届 ３．Ⅱ

SＤ２１ 中層 ３．Ⅱ

SD21 Ei･Ｉ ３．Ⅱ

SＤ２１ 【１１届 ３．Ⅱ

SD2］ I;:卿 ３．Ⅱ

SＤ２１ 牛届 ３．Ｊ

SＤ２１ 中屑 ３・Ⅱ

SＤ２１ ':'届西､Iム

SＤ２１ Ii1層西』Iｈ

SＤ２１ :in層西.1ｔ

SＤ２１ ,:､層西半

SＤ２１ ‘:【肘両半

SＤ２１ 下層 ３．Ⅲ

SD2二 下刷 ３．Ⅱ

SＤ２１ 下層 3.Ⅱ

SＤ２１ Ｆ届 ３．Ⅱ

SＤ２１ 下卿 ３．Ⅱ

SＤ２１ ･irlW ３．Ⅱ

SD2］ 下１Ｗ ３．Ⅱ

SＤ２１ 下哨 ３．Ⅱ

SＤ２１ 下l前

SＤ２１ F届 ３．Ⅱ

SＤ２１ 下屑

SD2目 ｙ崎 3‐Ⅱ

SＤ２１ Ｆ層 3.Ⅱ

SＤ２１ .l､1Ｗ ３，Ⅱ

SＤ２１ 底砂質i、

SＤ２１ ＃底砂賀.1%

SＤ２１ 瀧底砂質士

SＤ２１ 榊底砂質.'．．

SＤ２１ 静底砂衝･品

SＤ２１ 榊底砂賀:..

SＤ２１ 瀧底砂賃言1－

SＤ２１ 群底砂賀土

ＳＤ２二 ユ層 ３．Ⅱ

SＤ２１ ﾕ1掴 ３．Ⅱ

ＳＤ２１ 二l届 ３．Ⅱ

種別

奴恵器

須恵器

須恵器

須恵器

-t師器

.I帥器

種別

須恵器

須恵器

須恵器

須恵

須恵器

弧恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

-t師器

上師器

上師器

．【弓師器

須

須

須恵器

須賭

､1..師

弧恵器

須忠

鎮恵篭

須恵

須恵２

須恵：

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

項恵

須恵器

士師器

土師

須恵器

須恵器

須薩

須恵鴬

弧恵器

須恵

K恵器

上師

須恵器

須恵器

須恵器

器菰

坪蓋

坪身

高坪

高坪

粥

器祁

坪蓋

坪笠

坪蓋

坪調

燃身

坪身

坪身

坪身

坪身

商坪

iI‘5坪

鉢

壷

鉢

f派

高廊

謡

兇

坪蓋

坪

坪身

坪身

坪

坪蓋

坪身

坪身

坪身

坪琢

坪身

高｣不

坪

高坪

坪

篭

横撤

里１１１
．山

尚坪

坪蓋

坪身

坪身

坪身

坪身

坪

坪蓋

坪身

坪身

図弓２４３次調査Ｉ区出土這物

部位 調整・その他詩微

天井部 外面回転へラケズ:ノ・ナデ、|Al面回転ナデｃ内外面灰:』:色。ｌ～２:謡:の長ｲＴ・赤色粒少批含む。

受部 内外面iJi転ー テ。外而灰色、：剖而灰白色。0.5唾以~1..の砂粒少},t含む。

脚部 長脚２段・透かし３方向‘I外面回戦･デ、内Iniヘラケズ:ルナデ。内外而灰白色。

胴部 外面縄ｊ#文タタキ、内面青海波文。内外面灰igi色。0.5ｍ以Ｆの艮液少量含む。

脚部 外面横ナデ帥内外面燈色仙１皿以I､~の撰石少逓含む。

11縁 外面撤ナデ、内面横ハケメ後ナ･ﾃ雪消し。内外面にぷい樋色。１－．３mmの長Z:.・滴英多く含#j,。

図１２７．１２８３次調査SD･･21出土遥物

部位 調整・その他特徴

ＬＩ緑 内外面Iul転ヅ･デ。外面灰色、内面灰白色。0.5画以i､の長石少･Iｉｔ･含む。

天外部 外面ILI]転ヘラケズリ・ナテ《内而凹転ナデ。内外而灰白色。０，５～１ｍｍの長石.・イi,英少戯含む。

口緑 内外面lml1l唾ナデ。内外面灰白色‘１１－，－２ｍの長蒋少量含む。

天井部 外面頂:転ヘラケズ'；害外面灰黄色、内面灰麿色･’－２mmの砂粒少1it含む。

全刊 外面回転へラケズリ・ナデ、内面!:１．転ナデ。外而紫灰色、内而灰白色。２．，－２１雌の長万少瞳含む。

受部 外面灰貞色、：人面灰尚色。Ｃ,Ｓ～ユ､mの曇布少垂含む《，

｢l縁 外面匝転へラケズリ、山面回I砿ナデ。内外而灰白色。１，以Ｆの長石少鎧含む。

底部 外而回転へラケズリ．ﾗｰヂ、和而[ul頓ｰテ。内外面灰白色。０．５．－２mmの長刀『少埜含む‘Ｉ

底部 外面回転へラケズリ・ナデ、内面､'･賑ナデ。内外面灰色。ｌ～３mmの艮騨少孟含む。

坪底部 外面回施へラクズリ・・ﾉｰヂ、内面回転ナデ。内外面灰i‘『色ｃ二へ３ｍの長石・伝英含む。

脚部 内外IiIi何転ナデ。内外面灰色《,0.5--ユ職;の長論少量含む。

、緑 内外而回転ナデc・内外面灰[息1角。二－．．２mmの艮禰少量含心。

胴部 外面刀キメ、内面回転ヅデ･内外面灰色。ユー２ｍの長石少最含む。

底部 外而ｰヂ・カキメ、内面詣押きえ後ナデ。内外而蛍撞色。１－５:M:::の長石・赤色粒少並含む。４２焼;ﾅ。

底部 外面磨滅､内面ﾅデ｡外面浅黄臓色､、左而極色｡l~2mの長石少量含む｡軟質｡

脚裾部 内外面ナデ。内外而燈色。１．－２”の長石・石英少量含む《，

１１緑 内外面ナデ。外面にぷい燈色、内面枇色。１－．２mmの良7:.・訂英・雲母少量含む。

肩部 外面横ハケメ、；ﾉｫ面ハｸ･メ。外面桶色、内而+こぶい赤褐色。ｌ～２１m１１の長伍.,f｢英・雲母少1,t含む。

天井部 外面回転へラケズリ・ナデ、内面回転､ﾉ･デ。外面灰色、内面灰ず:色。ｌ～２ｍの長石少蛍含む｡

天井部 外面胆:転ヘラクズ1Ｊ、内面匝転ナデ。外面灰色、内面灰手;色。0.5～二mmの長石少丑含む箸

&］ 外面i且;転ヘラケズリ、内面回転･ナデ。外面灰色、内面灰テ:色。０．５～二ｍの長石少孟含む。

底部 外面;''1帳へラケズソ、内面回i伝･デ。外面灰:聖;色、内面灰色。０．５～：画の長石少卿競含む。

ロ緑 内面ナデ。内外而撞色。輔製.:に0.5ｍ脳下の長石少難含む。

11緑 内外面 1陣デ,、内外面灰;』1色ｃ１．，．２ｍの長,!；・黒色馳少丑含む‘；

11緑 内外面淡黄色。ユー３画の艮櫛・石英少最含む。

底部 外面回娠へラケズリーナデ、内而ナデ。測外而灰:‘:色。ｌへ．３１麺の長石・雲母少散含む。

底部 外面回蛎へラケズ:ノ・ブーデ、内面【!'|砿･デロ内外面灰1塁『色。ニー､･21,1,の艮謝・荷英少並含むｃ

底部 外面回転へラケズリ、内面回転･･デ。外面灰色、内面黄灰色。１～２mn1の長伍少飛含む。

底部 外面回転へラケズリ、内面回転ナデ含内外面灰白色。ユーー２MMMの長ｲ『・石英少鼓含む二

1.蒜 内外面回転ｊ･デｃ外面灰色、内而灰;':侭Ｊ二～２，１１１１の砂粒.少11t含む。

に縁 内外面回転･デ。１入1外面灰:９１色。二～２１nmの長廠，極英少批含む。

脚部 長脚２段。内外面回転ナデ。内外面灰白色。0.5～２'､国の長芯・無色粒少妓含む。

脚部 内外面|J1転ぅｰヂ。内外面灰圃色。１．－２謡謡の長弱・石英少埜含む。

Ⅲ 外面擦過、内面ナデ。外面黄灰色、内面灰;.:色。１画弱の長軒・胤色粒少最含む。

脂 外面縄蒋文タタキ後カキメ、勺而背海波文。外而灰色、内而灰1厘I色《，ユ．－２画の長荘・赤色粒少量含ｆｊ,。

、緑 内外面･ﾉ･デ。内外面iこぶい概色。１－．３;聯;長石・石英・黒色粒少淵t含む。

,I縁 内外面ナデ。外而･憧色、内面iこぶい桶色。１～３皿の長7~i・・イi共多く含む曇やや戦闘。

天井部 外面凹転へラケズリ、内面凹転ナデ。･可外mi灰寓色。１．－３画の長石・禰英少量含む。

口緑 :可外面:可転ﾅｰヂも内外而灰白色。１～２１噸の長万‘黒色粒少量含む雪

l]緑 外面同転へラケズリ・ラ･デ、内面iIli転･デ。内外面灰白色。ユ､m以1;Fの良識・雲吐少賦含む合

1.緑 内外面回娠ナデｓ内外而灰:2:色。０．５'－１ｍｍの長石・黒色粒少量含む．やや軟質,，

I|緑 内外面回腫ナデー内外面灰:雷:色･’-,.3N叩の良Ｚｆ・芯英少斌含む。

'1縁 内外面回帳ナデ。外而淡黄色、 １１而灰:4:色ｃ０５．－．１画の長石‘石英少迅含む。やや'恢質。

内外面側転ﾂｰヂ書内外面灰r:色｡，ユー､‘３噸の反訴少最含む二

形 内而ｰテ。肉外面授色。ユー２国の提1「・石英含む。やや戦闘。

口 内外面回転ナデ。外面灰色、内面灰:2,色。ユー２mmの長ｲi少鎧含む。

底 外面何転へラケズリ、内面ln1義ぅ･デー外面灰r:色、内面灰色。0.5へ･二m１１１の長(j少戯含む。

底部 外而回転へラケ･ズリ、内面同転ナデ。外面灰色、内面灰!‘1色。０．５．－ユ、の長布含む。

実測

番号

１００１

1００５

1002

１００８

1004

1006

実測

番号．

１０１７

1007

１０１２

1079

１００８

1016

1020

1０７７

１０７８

101ユ

１００９

1０１３

1019

ﾕ０１０

１０８０

1014

1０１５

１０１８

1049

1脚８

1052

１０５０

ﾕ051

1０２８

1026

:02ユ

1082

1０２２

１０２３

1030

1027

:029

1034

1081

1031

1024

1033

１０１２

１０４５

1“６

lOJiO

1041

1“４

1047

1０４３

1037

1036

1035



Ｖ桑原西稲葉遺跡３～５次調査１９５

1９

5０

図１２９３次調査SD-2ﾜ出十遺物
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１２

1３

1４

1５

1６

図１３０３次罰査SD-23出土遺物

1２

１３

図１３１３次調査Ⅱ区Ⅲ届出士捌物

図１３４４次訓査Ｉ区出.f_遺物

1{｝

エ

SＤ２１

SＤ２１

出士位置

世情

SＤ２２

SＤ２２

SＤ２２

SＤ２２

SＤ２２

ＳＤ２２

SＤ２２

SＤ２２

ＳＤ２２

SＤ２２

SＤ２２
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SＤ１

SD41
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ＳＤ４１

ＳＤ４１

５，４ｺ

ＳＤ４１
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呈層

句一吋
一画■hU

層位

｣呈屈

..蛸

‘呂隅
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【'層

':含職
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.i,､鰯
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I･脚
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南鞭清掃Ii：
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闘位

１２層

;#:｣餅､:fI制

排底砂層

3屑

W豊瑞雑色.:‘

蒲底砂層:稲

:監咽

溝if』卜謡

群l､､半舗

I|，層一：､.掴

I:I階へ‘下層

ｋ層

耐位

Ⅲ屑

In噸

iii層

墓曙

､畷

Ⅲ鵬

Ⅲ屑

層伎

上層

.~二届

上思

ﾄ゙唖

.Ｆ届

､ﾄ゙層
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下晒

F咽

３．Ⅱ
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３・墓
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３．二．
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３．Ⅱ

３．m

３．Ⅱ
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３・巽

３．画
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3.11頁

3.".面
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４．１

４．１
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菖凍
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土師馨
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：師器
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.:師
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-t師器

;ITf
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､恵器

須恵器

‘Fz師器

：昌師器

二i･師

ｉ_師：

Ｉ弓師烏

種別

弧恵器

凝忠

弧恵器

."二師器

須恵器

須恵器

須恵器

類恵麗

須恵器

須蝋器

忠器

鰐

鉢

砥禰

器種

高Lｆ

高刈

弛

,笥』

壷

高坪

高卸

坪

商杯

謙

割？

器瀧

坪豊

味蕪

泳蓋

坪蓋

1.6坪

坪

鉢

謡

鍋

台咽

槻

坪蓋

高坪

高坪

向坪

高坪

尚泳

認

器種

坪蓋

蓋

翌

坪蒜

坪蓋

坪身

坪身

坪身

高坪

噸

胃iLi

｜ｉ縁

部紘

!【鵜

■r

脚

肩

,Ｉ

屑ｉ

ⅡⅡ

ＩＦ．｡

』ｲＬｌ

1１

脚帯

|制

頚

底号

刺部

部恒

il縁

.’緑

休部

|ｉ線

脚

脚部

脚部

il緑

I’

bd

la

rl

Iﾛ

暇部

部位

:]線

脚裾部

1５

坪部

坪

脚

1１

部位

全形

[:録

I;緑

ｎ縁

｢l緑

:］緑

全711

|Ｉ緑

|】縁

脚謂部

洲部

部

国
Ｑ
Ｊ

』
ｕ

隙

南Ｋ
■叩.

瓢

緑

外I､縦ハケメ・ノデ、内面ﾅｰテ。外煎iこぶい樟色、内面樟色Ｃｌ～３卿の長羽・戦英‘赤色粒・雲峰含む。

砂瑳。

調整・その他特徴

外而ｰヂ、八l而横ハケメ後･j-デｂ内外鷲洩黄憧色但上･－２唾の長祇・語英・雲母念むく

|ﾉ営外而ナデ。:刈外蒋授色。0.5‘,･１ｍの長:rT・イi英少鉱含む。

外面ミガキ・ナデ。内外而穏色。二へ’2111111の睦『・イi英含むぞ

内外面浅黄椛色ｃ二・ﾍ･２mmの長石・禰苑・雲抵含も

外需ミガキ後ヅ･デ、内i縮･デ。内外Iiilに鎖い燈色１，』－，２蝿の長,f「。:If英少吊含心

1ﾉﾘ外而･ﾉー ヂ。外寵潅茂桧色、：４１面灰'｡色･己～３:献:の長？;.・イ..英少並含む愚

外面･ﾅ･うぎ・指押さえ、勾面ﾗ･デ。外面(罰ぶい栂色、内面栂色ｃ０．５～ユｍの長tj少拙含む。

外面桧色、内面黄機色。ニー２:;:;:；の長ｲj少'鼓含む。やや軟質。

内外面デデ。外面〈r蕊い燈色、内湖撞色《,<;‘５－－１ｍの艮巧含む。

内外面ナデ琴１JL1外面樵色Ｕユー２ｍの長低・ィi英少鼓含む。

内外面ナデ。外面樋負、内謁

|人Ｉ

:AI外而ナデ。内外面:償色。０．５－二厩の

外面タタキ後ナデ消し、，為面･ｰヂ・内外面浅黄樋色。１－２mmの長沼・祇英少i1t含む画

外面ナデ、内茜指仰ぎえ“外面黄灰色、河liIiにぷい黄燈色‘.』、･３画の.長石・芯英・雲は少量含む＝

断、方形。先端欠損。

調整・その他特徴

外面1閏:職へラケズリ・・詞,デ、！ｊ』面回転･｝･デ。外面灰色、内面褐灰色。０．５､‘二画の長躯・材英少最含むｃ

外面1,1蕊へラケズ:ｊ・ブデ、内加ｎｉ転･デｃ河外mi淡黄色Ｃ：.－２ｍの識.､少量含む。

外miIjl蕊へラケズ｡ｊ、内而回転ｰヂ。外面灰色、内面青灰色。：‐-21111Lの長4｢少賦含む。

､河外面ナデｃ河外而灰111色ｎ２::::::以ifの長ｲf少最含む。

河外面ナデ。外而桧色、：蒋而明赤褐色ｓ０．５ハーニ凧の長打少最含む豊

外而縦の板･ﾅ･デ、内面l瀞11さえ・ナデ。内外薗燈色・ﾕｰｰ２皿の長荘・石英少量含む‘，

外面ナデ、内面グズリ,,外面憧色、内面にぷ財噴尚色。１～３mmの長ｨ:.・石災少妓含む。

､和外而ﾂー ヂ。外面桧色、：称迩lWj褐色。粘製詰二0.5画以.1,.の艮窟少量念す:､‘；

外底ナデ・機ハケメ、内､けデ･外面明赤褐色、:,､:面侭ぷい赤悔色｡０．５～３唾の長1ｺ！．.(i英含む。やや軟質:：

内外而横ナデ。外面楕色、内而隠ぶい掻色。二・～２ｍの長打・荘英含む,，

.〉1面ナデ噂・可外亜種色《，上．、２噸の長石・石炎・雲･母多く含む。

外面指抑さえ、宝而狙いハケメｓ判外面樟色。０．５‘－３画の艮恋・Zii英・雲母多く会む。

被熱。砂耗。

調蕊・その他幹徴

随外而回帳ﾉ･デ。外面灰ｆ:色、内面灰黄色。<』.Fルー鯉の長訂少量含む。

!趣外面何転ヅｰヂ。外面灰色、‐割面暗灰批也。0.5111鵬以i､､の砂粒少最含む

外面ﾅｰヂ、内面磨滅ｃ外面にぷも､‘憧色、勾而燈色。１ｍｍ以下の長7Ｔ・赤色粒少拭含も

内外面ナデｓ１ﾉJ外面浅黄積色。二一・２鞭の艮荘・打英・雲以少量含む。

外面‘憧色、内諦こぷい桧色。：::::::以下の長石・赤色粒少斌含む。

外面ブデ、湖而ケズ:ﾉ後横ナデｓ外面溌色、内面:二ぶい櫛色唇Ｃ､5皿以l､､の長石・荷英少量含む。

内外而瞬滅働外而iこぶい赤褐色、内面概色。Ｌ･２ｍの長瑞.・訂芙含む‘‘

訓礁・その他特徴

外而.｡職へラケズリ．．』･デ、門面|別|職ラデ。内外面灰色。：..､‘２ｍの長ｲ･･･イj英少fit含む。

内外鷲何転ぅー テ。外面灰色、・却而灰if:色。二噸以1,.の艮芯少量含む。

外面波状文。内外面Fil蛎ラデ。外愉i灰色、内而黄灰色。0.5ｍ以ドの長,ti少最含む。

内外南ナデ。外而灰黄褐色、：人1面にぶい黄梧色。ど･･’４皿の長石・石英・雲雌少量含む。

外面Ｉ

外面’

y卜而同転へラケズIノ・ナデ、内面|nl転ﾃ･デ。内外面灰|異|色。二11雌以1.の長所少赴含む。

内外面iⅡi職ﾂ･デ。｜ﾉｯﾄ而灰[ﾕ趣。１mm以..･･の長禰・雲妙少並含む。

外而回転へラケズリ・ナデ、河面1,11|癖･デ。内外面灰色１，０．５．－２'睡以Iどの長ｲ『多く含む。

;ﾊl外面l聖『砿ナデＣｌ:Af外而灰褐色。１－２画の民諏含む罰

内外面ilji砿ｰテｃ外面青灰色、内闘灰色《，ユ皿以時の長荊少賦含も

外面ナデ急：A1外面『信色ＣＯ

耐!職へラケズ:ﾉ・ナデ､内而屈振ナデc外面灰黄色､､勾面灰白色《；ｌ～･２鯉の長ｲ§･イi共･雲母少敵含む。

:１躯へラケズＩｊ、内面凹転･デ。外面灰色、内曲脊灰色ｃ圭画以Ｆの長班少埜含む｡

浅黄憧色鯛些･･･２緬の長蒋・禰英少垂含む･

'長ｨＩ・イj英・赤色粒含む

'長賦含む。
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ﾊｲ部
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犬井部

ロ縁

;_I緑

，i縁
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全形

ｎ緑

、緑

１１縁

Ⅸ綴

:I緑

体部

底部

ｎ録

上手部

脚部

口緑

11緑

天坤部

形

;I縁

体部
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１１緑

底部

部位
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脚ｉ

1１

胴
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全形

全形

TI縁
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底部

底部

頚部

糠

禄
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綴

部

内外面回転ナデ。内外面灰色。0.5Mm1以下の長石少fit含t,.。

外面に内

外而横ハケメ、脚而横ハクメ・ツーデ｡外iiliにぷい授色、内面にぶい黄構趣。二－．２ｍの長恋・石英少踊含む。

外面11'|'鵬へラケズリ、１A1面回娠ナデ。外面灰色、、和iii灰.色。ｌ～２”の長ｲＪ・省英少ﾅit含む．

外面回'職へラケズリ・ナデ、内面･デ。内外而灰白色。ユロInl以.1,.の唾;少量含む４，

刺外而;可蛎ﾂ･デ。内外面灰色。１ｍの艮禰・蒋英少量含む。

内外面ナデ。；ﾍ外面にぷい蛍撞色。］－－３函の長石・石英多く含tj･《，

外面;rIM転ヘラケズリ・ラデ、内面|､]転･デ。内外而背灰色。１mm以Ｆの長腰少:jli含む。

調難・その他特徴

外面1,1転ヘラケズiルナデ、内面回転･ﾉ･･７'･内外面灰色。１－．３ｍの長打少量含む。

内外而ｌ１ｌｌ幅ぅ･デ。内外面青灰色。１麺以i･.の畏ｲ少縦含む。

外面同転へラケズ:ノ・ラーデ、内面回転ｰヂ。内外而灰色。１ｍの長石少堂含む≦

内外而回帳ナデ。外面青灰色、内面灰;'1;色‘;0.5mm以Fの良石少敏含む。

内外面i:'1転ﾅー ヂ。'副外面灰l鰯I色。１画以i手の長打少湿含む。

内外面!:'1'砿ナデ。刺

外面回転へラケズ:』

外面ｌｂ１転ヘラケズ:ｊ、内而Iu:転･デ。外面青灰色、凶面灰白色。二へ･２ｍの長X,『少量含む。

内

内

外面指押さえ、内向う･デ。外而授色、内而Iこぶい授色。ﾆｰｰ2,,1の長ｲ『・石英少最含む。

内外面ナデ。外面i写ぷい赤褐色、内苅樋色。ｌ鯉以下の長石少拡含む。

内外面にぶい黄横色。１．，．３ｍの艮詔ii・軒英多く含む。

砂岩。

諭飛9.4ｇｃ

外面回転へラケズノ。外面灰白色、内而灰色。：～２燕:の蚤ｲj少lit含む。

底部にへう記号。外而回転へラケズ:ルナデ、内而回転･）･･デ。内外面灰当ﾘ色。１．－２面の長石少祇含む。

内外面::':砿ナデ。:刺外面灰1.1色。１－２mmの』罪・石英少Ⅲ含む。

外面.!］転ヘラケズ:ﾉ、内面回転･ナデ。内外面灰冒g･色。１画以i､.の長石少量含む。

内而ナデ。外而灰1ｺ色、内面渋黄色。ＺＭ:剛以Fの長極少雌含む急

外面カキメ、内面青海波文。外面灰典色、内而灰白色。１mm以i､.の長:rT少竣含む。

内外面横ナデ。外面浅黄燈負、内面に蕊い黄撞色･ユ唾必下.の長万少最含む。

内外面；･デ｡外面灰色、内面灰:.:色。二－－２mmの長打少批含む二

調整・その他特徴

内外mill1l躯ナデロ外l煎興灰色、内I､灰i‘;色。0.5mm以Ｆの長石少量含む。

内ﾀ賊ナデ。外Imi員ぷい赤褐色、：'2ｍ【こぶい褐色。１．－２画の長石多く含む。

外1mm転ヘラウ･ズリ・ナデ、内而１回|噸ナデ。内外面宵灰色。１蜘以i､の長石少鼓含む。

内外m【I』順･デ。内外而灰r:色。0.5剛以下の擬石少I』I:含む霊

内外m【Ｉ１Ｉｌ侭ナデ。外面灰色、内面青灰色ｃｃ､5畑以!;･の長石少逓含む。

内外I､ナデ。外面にぷい赤褐色、:勾而灰褐色。１～２ｍの長石多く含む。

外I煎夕夕詳、内I､青榔:波文。内外mi灰:媒H色《’二皿以下の｣認『少歴含む．

内外而回|伝･デ。外面灰色、内面灰;星.色｡0.5ｍ以下の長ｲi少倣含む。

外面回脈へラケズリ・ナデ、内而回帳ナデ。内外而灰凹色。：”以卜の長府少晶含む。

調整・その他将徴

外ImnI雌へラケズ:ノ・ナデ、;ﾍ面何1腫ナデ。内外面灰色。二mIn以l亭の長石少斌含む。

外【､回I|辰へラケズリ・ナデ、内而回帳･デー内外而灰色。：～211皿の長ｲ.i少鐘含む。

外IiiiIhlI伝へラケズリ・ナデ、内面回極ナ‘デ。外而紫灰色、：瑚而灰;‘:色。１霊:::以下の長ｲi少1Jt含む。

内外面|O:転ナデ･外面灰色、内而灰rI色。１皿以下の提祁少吐含む‘：

:刺外而‘ノデｓ内外而灰茨色。ニーー２脳､の長ｲi少数含む。

剛外面Ｉｌｌｌｉ極ー ヂｨ，内外面灰色,，』･-.2ｍの峰Y:少f１t含むこ

外面同転へラケズIﾉ、内面回転･ナデ、．人1底面定方向ナデ。内外祷灰億。1-,-2ｍの長戒少湿念む。

･河外面磨滅。内外面灰白色。ニー､－２ｍの長石少雅含む。軟質。

内外面畷滅。内外面授色。ｌ～２ｍの畏石少倣含む。やや軟質。

外而ハケメ、内面ケズリ。外面;こぶい黄樋色、内面褐灰色。出･３mmの長蒋・石英多く含む。

外面|､l鞭》･デ。内外面灰ロ色。ｌ～４::::::の長石・石英少散含む。

外面Iul転ｰヂ。外而赤灰色、内面青灰色。ｌ～２ｍの長石少壮含む。

:い概色、内面ＩＦぷい亦掲色。１．－２Mm'の憂衝・ィi茨・雲母少赴働含む‘：

外面赤褐色,；上、以下の長石少並含む。

、内面回転ナデ。内外面灰.型I色。ニー､･２mmの良:I.「・巧英少量含む。
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１１ SD286 ４．Ⅳ 石器

出土位置

遺構 層位 地区
種別

１ SP188 ４．Ｖ 須恵器

出土位置

遺構 層位 地区
種別

１ SC204 ４．Ⅵ 土師器

２ SC204 ４．Ⅵ 石器

出土位置

遺構 層位 地区
種別

１ SC283.284.285 須恵器

２ SC283.284.285 須恵器

３ SC283.284.285 須恵器

４ SC283.284.285 須恵器

５ SC283.284.285 須恵器

６ SC283.284.285 須恵器

７ SC283.284.285 土師器

８ SC283.284.285 土師器

９ SC283.284.285 土師器

１０ SC283.284.285 土師器

１１ SC283.284.285 土師器

1２ SC283.284.285 土師器

1３ SC283.284.285 土師器

出土位置

遺構 層位 地区
種別

１ SP6 ５．Ⅲ 須恵器

２ SP6 ５．Ⅲ 土師器

３ SP6 ５．Ⅲ 土師器

４ SＣｌ４ ５．Ⅱ 石器

５ SＣｌ４ ５．Ⅱ 土師器

６ ＳＣ１６･'７ ５．Ⅱ 須恵器

７ SＣ16.17 ５．Ⅱ 須恵器

８ SＣｌ６．１７ ５．Ⅱ 須恵器

９ ＳＣ１６･'７ ５．Ⅱ 土師器

1０ SＣｌ7．１８．１９ ５．Ⅱ 須恵器

１１ SＣ1７．１８．１９ ５．Ⅱ 須恵器

1２ SCl7.18.19５．Ⅱ 須恵器

1３ SＣｌ7.18.19５．Ⅱ 須恵器

1４ SC17･'8．１９ ５．Ⅱ 土師器

１５ SＣｌ7．１８．１９ ５．Ⅱ 土師器

１６ SC17･'８．１９ ５．Ⅱ 土師器

１７ SCl7･'８．１９ ５．Ⅱ 石器

１８ SP2 ５．Ⅱ 土製品

台石

器種 部位

坪身 底部

器種 部位

高坪 坪底部

敵石

器種 部位

坪蓋 口縁

坪蓋 全形

坪身 受部

坪身 受部

横瓶 肩部

壷 肩部

喪 口縁

喪 口縁

喪 口縁

喪 口縁

翌 口縁

甑 口縁

甑 底部

器種 部位

坪蓋 天井部

鉢 口縁

甑 口縁

磨石

坪 全形

杯蓋 口縁

坪蓋 口縁

横瓶 胴部

謡 口縁

坪蓋 天井部

坪身 受部

坪身 口縁

壷 底部

喪 口縁

翌 口縁

喪 口縁

素材

輪羽口 上半部

Ｖ 桑原西稲葉遺跡３ 5次調査１９７

砂岩◎

図１４３４次調査Ｖ区出土遺物

調整・その他特徴

内外面灰白色。ｌ～３ｍの長石少量含む。

図１４５４次調査Ⅵ区出土遺物

調整・その他特徴

内面ナデ。外面にぶい黄橿色、内面横色。ｌ～２mmの長石．石英．雲母少量含む。

花両岩。

図１４９４次調査Ⅶ区出土遺物

調整・その他特徴

内外面回転ナデ。外面灰色、内面灰白色。１mm以下の長石多く含む。

外面回転へラケズリ・ナデ、内面回転ナデ。内外面灰白色。ｌ～２１nmの長石少量含む。

内外面回転ナデ。外面黄灰色、内面にぶい黄横色。ｌ～２mmの長石．石英少量含む。

内外面回転ナデ。外面灰色、内面灰白色。１ｍｍ以下の長石少量含む。

外面タタキ後ハケメ。内外面灰色。ｌ～３mmの長石少量含む。

内外面ナデ。外面灰色、内面灰白色。１ｍ以下の長石多く含む。

外面縦ハケメ・横ナデ、内面横ハケメ◎１mm以下の長石・雲母少量含む。

内外面ナデ。外面にぶい褐色、内面浅黄燈色。l～２mmの長石．石英．雲母少量含む。

外面横ハケメ・横ナデ、内面横ナデ。内外面にぶい褐色。ｌ～２mmの長石・石英・雲母多く含む。

外面縦ハケメ・ナデ、内面ナデ・指押さえ。外面にぶい褐色、内面桧色。１～２ｍの長石・石英少量含む。

外面にぶい燈色、内面灰褐色。１mm以下の長石少量含む。

内面ナデ。外面淡黄色、内面燈色。１～２ｍの長石少量含む。

内外面ナデ。外面にぶい黄燈色、内面にぶい燈色。0.5mm以下の長石少量含む。

図１５１５次調査出土遺物

調整・その他特徴

外面回転へラケズリ、内面回転ナデ。内外面灰白色。１mm以下の長石少量含む。

内外面燈色。１ｍ以下の長石・石英含む。

外面縦ハケメ、内面ナデ。内外面燈色。ｌ～２mmの長石・雲母少量含む。

砂岩０

内面ナデ。内外面浅黄横色。１mm以下の長石少量含む。

外面回転へラケズリ・ナデ、内面回転ナデ。内外面灰黄色。ｌ～３ｍの長石少量含む。

外面回転へラケズリ・ナデ、内面回転ナデ。内外面灰白色。ｌ～３mmの長石少量含む。

外面カキメ、内面青海波文後ナデ。外面にぶい赤褐色、内面灰色。

内外面横ナデ。内外面にぶい横色。１～２mmの長石・石英・雲母少量含む。

外面回転へラケズリ、内面回転ナデ。外面灰黄色、内面灰白色。１～２mmの長石少量含む。

外面回転へラケズリ、内面回転ナデ。内外面青灰色。１～２mmの長石少量含む。

内外面回転ナデ。外面灰白色、内面灰色。ｌ～２mmの長石少量含む。

外面回転へラケズリ・ナデ、内面回転ナデ。内外面青灰色。ｌ～３mmの長石少量含む。腺の可能性あり。

内外面ナデ。外面にぶい赤褐色、内面燈色。ｌ～３ｍの長石．石英多く含む。

内外面ナデ。内外面にぶい赤褐色。ｌ～２mmの長石・石英・雲母少量含む。

内外面ナデ。外面にぶい赤褐色、内面灰褐色。ｌ～２mmの長石・石英少量含む。

結晶片岩。

外面にぶい黄褐色～黄横色、破面・内面にぶい赤褐色、被熱部赤褐色。ｌ～３mmの長石・石英多く含む。

１０６３

実測

番号

１０７５

実測

番号

１０７６

1077

実測

番号

1040

1044

１０４２

1045

1043

1041

１０４９

１０５１

１０４８

1047

1050

１０４６

1052

実測

番号

１０１５

1016

lOl7

lOO2

lOOl

1004

lOO3

lOO6
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lOO8
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lOll
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